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まえがき　　　　　　　　

　　　　　　　
　
　今日の音楽科教育とりわけ、初等科教育の
現状を俯瞰してみると、さまざまな内容や方
法で教授学習活動が行なわれている。その授
業に於ける学習の材料として、多種多様な教
材が存在していることは周知の事実である。
　さて、この教材の中で、一つの側面として
視覚教材を取り上げてみると楽曲の理解や演
奏活動に利用される楽譜をはじめ、いろいろ
な教育的な機能を有する教材が存在している
ことに気付かされる。
例えば、楽曲に使用される楽器そのものの写
真、歌唱曲の歌詞の内容を想起させるための
挿し絵等も音楽の理解の補助的教材という目
的で使用されているように見受けられるし、
また、鑑賞教材におけるVTR等の機器利用
が普及し、動く映像等についても、標題音楽
の理解の指導などに、利用される機会が多く
なってきた。
　また、昨今の新しい情報活用能力の育成を
目指す教育の導入により、コンピュータによ
る教材がさまざまな教育の場面に利用されて
いく可能性が大きくなったと言える。
音楽科教育においても、このことは重要な課
題となるであろうし、ハイテクノロジーによ
る映像利用の教育が近未来に実現することは
予想出来る。
　しかし、果たしてこれらの視覚教材の全て
が、本当に子どもの学習活動での有効な手段
として機能しているのであろうか。
音楽という聴覚を主体にした教科で視覚教材
の教育的効果がどのように働いているのであ
ろうか。また、いかなる根拠により、視覚化
教材が創造され、利用されるべきなのだろう
か。
　これらの問題意識を起点に、音楽の授業に
於ける視覚教材の在り方を検討する。

　また、児童・生徒の音楽の理解に有効な視
覚情報の在り方を分析すると共に、本題とし
て視覚による空間的表現を媒介とする教材の
有効性について検証してゆく。また、今後、
ますます日常化すると予想されるコンピュー
ターによる可視化を伴う教材の可能性につい
ても、考察してゆくことにする。
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音楽科教育について
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第１章　音楽科教育について
１．音楽科教育の意義
　音楽科教育は音楽の学習を通して人間的な
価値を求める教育であると定義出来る。ま
た、音楽科教育は音楽的経験を通して人間の
価値を追求する教育であり、さまざまな音楽
の活動を教育的な目的達成へ向ける手段的立
場にあるものといえる。この意味から授業者
は学習者に対して歌うこと、弾くこと、音楽
の鑑賞、理論、技術の練習などを手段とし
て、音楽的反応の発達を促す（１）ための援助
や補助を行なう。この中で学習者は音そのも
のやリズムのパタン、メロディーの流れ等の
音楽的な様相をそのまま知覚認知してゆく。
また、音楽によって表わされる感情内容に対
する感受性の発達に向かい、音楽の実体を把
握する力を発達させることとなる。（２）

　また、音楽科教育は学習者自身の自由な選
択による音楽活動を通してこそ音楽的な人間
が育つもの（３）と考えると、音楽科教育とは
学習者主体の教育と定義出来るし、その中で
生まれる音楽的な追求の学習過程の構築こそ
が重要な課題となる。
　このことは、現代の学校に於ける学習観の
考え方について有意味な立場を明示するもの
であるといわなければならない。

２．音楽の学習とは何か
　森（４）は学習について、学習者としての本
人が学習を意識するか、しないかにかかわら
ず日常的な経験の中で知らず知らずのうちに
言葉を覚えたり、社会的な行動様式を身につ
けたり、他人との交流の中で、ものの見方が
変わってゆくことなども心理的な学習という
範疇に含め次のように定義している。
　彼は「学習とは何らかの経験の結果として
生ずる反応パタンの変容であり、再構成であ
る。」と述べ、また「学習というのは、第三
者にもそれとわかるような、具体的な運動パ

タンの変容、快・不快の感じ方（感情レベル
の反応パタン）の変容といった形をとること
もある。」（５）と述べている。
　このことを音楽に於ける学習という立場か
ら考えて見ると、
　音楽学習とは学習者の音楽的経験の結果と
して、音楽を志向したり、活動しようとする
感動的な変容を目指すための教育的に意図さ
れた活動過程といえる。

３．学習者主体の音楽学習とは何か
　学校に於ける学習の考え方のうちで、現代
もっとも注目されているとみられる認知心理
学の立場について若干述べたい。
　認知心理学の立場とは、表に現れない心的
過程や心的構造を研究の対象にし、学習は認
知過程、認知構造の変化と見做す立場をと
る。
しかも、学習者が外界からの刺激や情報を取
捨選択して、取り入れ、分類、変換をして記
憶したり判断したりして自分の知識の体系の
中に組み入れてゆく過程を重視する。そこで
は、学習者の積極的な役目を認め、学習者の
内に起こる知的操作を重要視するものである
と言える。しかも、その操作の仕方には個人
差があることを認め、そこで学習者それぞれ
の知的操作の仕方、学び方、学習方略
（learning strategy）を重視する。
　この立場では、能動的、自発的学習、理解
学習、問題解決学習、発見学習などを重視
し、しかも、知的興味などに訴える内発的な
動機づけを重視し、個性、想像性、人間性を
強調する。（筆者要約）（６）

　このように現代の進んだ学習の考え方につ
いては、学習者主体の教育の在り方が基盤に
なり、その活動に於ける方略が検討されてき
ていると言える。
　音楽の学習に於いても、このことは重要な
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意味を持っていると言わざるを得ない。つま
り、音楽の学習は音楽を志向する学習者自身
の感動体験に基づき成立するものであるとす
るなら、授業者は学習者に対して音楽の志向
が生まれやすい総合的な学習環境を整える義
務があると言える。
　また、この環境整備の視点は音楽科教育の
さまざまな教育的な側面からの検討が必要と
なろう。そうして初めて、学習者の主体的な
音楽活動が生まれてくると言える。
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音楽科教育における
教材の意義
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第２章　音楽科教育における教材の意義

　授業者は教材を利用して、学習者の学習活
動を構成する。
　さて、一般に教材は教授学習過程での教育
的な学習材料と考えることが出来る。しか
し、この定義については、さまざまな解釈が
存在している。

１．教材の教育的立場
　教材の本質的な意味について考えてみる
と、教材は教育活動の中核をなすものとし
て、教師と児童・生徒の教授学習過程の中で
存在しているように推察される。教師が、授
業者として、教育的な価値を有する内容につ
いて吟味・選択し、学習者の前に提示して初
めて、教材としての機能が生まれる。学習者
は、この教材を直面する課題として、教材そ
のものや、その教材に関わる種々の関連事項
について探究的な活動をしてゆくことにな
る。ここで重要な点は授業者が教材となる材
料を提示し学習者が活動を行なう、そのすべ
ての機能が有機的に結び付いて初めて、教材
と定義出来るのであり、教材は事象的意味の
他に、教育的な有機的関連性を保持する事が
らとみることが出来る。
ここでは、教材の持つ教育的な立場を明らか
にする。
（１）実証的立場
　教材は、検証された事実によって、組み立
てなければならない。すなわち、教材は、学
習者の直面する課題に対しての有効な課題解
決の材料となる為に、常に検証され、分析さ
れ、より洗練された内容を持つべきものであ
るといえる。
（２）機能的立場
　教材は、それによる学習が、学習者にとっ
てどのような機能を持ち、どういう効果を生
むのかが、学習者に明確に把握されてゆかな
ければならない。また、なぜそれを学習しな

ければならないのかという目的を明らかにし
なければならない。　　　　　　　　　
（３）操作的立場
　教材は前述の通り、授業者と学習者との教
育的な相互関係の上に成立する。したがっ
て、教材が授業者から学習者へ、適確に運び
込まれ、効率の良い学習が成立する為には、
合理的な方法が検討されなければならない。
教材そのものの教育的価値が育まれ、増進さ
れるための授業者と学習者との間を埋める知
的コミュニケーションの検討など、教材提示
についてはさまざまな側面から方法論の分析
をしなければならない。
（４）行動的立場
　学習者の学習後の変容の姿として、学習に
よって培われた能力や価値が、実際の発展的
活動の中で生かされ、行動化されなければな
らない。学習とは、狭義的な知識の集積的充
実を望む行為ではなく、生きて使われる知恵
としての知識の陶冶を目指すものである。こ
の学習に於ける変容としての行動化について
は、学習者が「このように思う。」とか「こ
のように考える。」というような思考的な変
容も含めるべきであると考える。

２．教材の構造化について
　前述の通り、教材は教授学習過程の中核を
なすものであることは確認出来た。しかし、
教材はそのままで、教育的な作用が生まれる
ものではなく、授業者の教育的な構造化を通
して機能してゆくものであると考えられる。
（１）教材の構造化の視点
（ア）教材の持つ性格・特性の分析
　学習に於ける教材はその性格や特性によっ
て、提示の仕方や活動での展開方法等が方向
づけられる。教材は授業者によって、学習目
標に適合すると考えられる特性について分析
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され運用されなければならない。この場合、
教材の持つ適切次元や不適切次元（７）の考察
も含め確実な分析が必要となる。
（イ）教材観の明確化
　授業者はその教材に対して、なぜ教えるの
かという有効性について明確にしなければな
らない。また、教材が生かされることによっ
て学習者がどのように変容し、どのような効
果が生まれ、能力としてどのようなことが
培われるのかについても、分析考察しなけれ
ばならない。
（ウ）教材間の有機的な関連づけの分析
　一つの学習が成立する際に、数種の教材が
扱われる場合には、授業者は教材相互の有機
的な関連について分析・検討しなければなら
ない。また、授業者は学習者の学習目標達成
に向けての教材の適確な配置を分析・検討
し、より合理的に学習が進むようにしなけれ
ばならない。
　このような視点に立ち、教授学習過程での
教材が構造化されなければならない。

３．教材の機能
　ここでは、教材が授業や学習の場面で実際
にどのような機能を有し、存在するのかにつ
いて分類する。
　
（１）事例としての機能
　授業場面において、授業者が現存する実物
や、事象そのものを提示することである。
（２）情報としての機能
　学習者は授業者が提示した内容に基づき、
未知の事実について問題解決をしてゆく。こ
の時の内容は情報である。
（３）媒介としての機能
　学習者が発した能力を教材を通して新たな
能力として再構築し、学習者自身の必要な価
値に変換してゆく機能がある。
（４）媒体としての機能
　授業者が学習者に対して、学習内容を運ぶ

その時の、運ぶことそのものの道具的意味が
媒体である。この運び込む手段・媒体として
注目すべきものに教育メディアの利用が考え
られる。
　西本（８）はメディアについて「刺激（情
報）をとらえ、選別し、加工して、わかりや
すい形、内容にして受け手に伝える道具、人
間が相互に、あるいは外界の諸事物と情報の
送受信を行なうための道具」と定義し、情報
伝達・情報活動のプロセスと結びつけること
を条件にメディアが機能すると述べている。
（筆者要約）
　また、芦葉（９）は「教育メディアというと
きには、教育上のメッセージの提示を行なう
ための手段ないしは媒体を意味する。」と述
べている。
　この両者以外にも、メディアの定義につい
ては、さまざまな解釈があるが、要約する
と、教育メディアとはさまざまな教育的なコ
ミュニケーションを実現するために、意図的
に利用される手段、そして、媒体であると定
義できる。
　一般に教育メディア（教育に於けるメディ
ア）の定義は、元来は、視聴覚教育に於ける
機器利用でのメディアについての解釈として
教授メディアとして定義されてきたと言え
る。
　視聴覚教育は１９４８年に各都道府県に
GHQが貸与した１６ミリ映写機とCIE映画
フィルムが発端となり始まったと言われる。
その後、１９５９年の教育テレビ局による教
育番組が開始され、映画、ラジオ、テレビを
利用して本格的な視聴覚教育が展開された。
（筆者要約）（１０）

　近年に至っては、社会に於ける高度情報化
の波が急速に産業界等で押し寄せ、それに伴
い、種々の複雑に絡み合う情報についての選
択活用能力の育成を目指す教育の在り方が問
われてきている。そこで、これらの能力育成
を目指すコンピュータによる教育の視座が生
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まれるに至った。
　今日の教育分野での教育メディアの定義
は、授業者が用いる教授メディアの他に、教
育の個性化・個別化を機軸とする学習者の為
の学習メディアとしての側面についても、相
互関連的に研究されており、教育メディアは
いろいろな側面から検討しなければならない
ものと言える。
（本小論では、今日的な新しいメディア利用の教育の可能
性について、後の章で詳しく検討することにし、ここの項

での検討は避けることにする。）

４．音楽科に於ける教材
　前項では、一般的な教材の意義について検
討してきたが、ここでは音楽科に於ける学習
材料としての教材について検討する。
（１）音楽活動の中核としての教材
　音楽の学習は音楽そのものの活動を通し
て、行われるべきものであり、その学習に於
ける教材は学習者の音楽活動を誘発する誘因
となる要素を含んでいなければならない。す
なわち、音楽の本質を理解するための手段や
材料でなければならない。
（２）学習者主体の教材構成
　音楽の学習が主体となる学習者の為に存在
するとするなら、その教材は学習者にとって
自発的に活動が出来る内容のものでなければ
ならない。学習者は教材を通して、音楽的な
感動に於ける成就感を味わうのであり、教材
の内容が学習者にとって活動可能な範囲で設
定されることは重要なことである。
（３）識別力や洞察力を培う教材
　音楽的な感覚や感性を培う為　の教材は、
学習者が教材を通して、音楽能力としての識
別力や洞察力を培うという前提のもとに構築
されなければならない。
（４）有意味な情報としての教材
　音楽的な活動が学習者の主体的な取り組み
として位置づくこととは、学習で扱われる音
楽そのものの価値が、学習者自身の価値に変

換されることを意味する。そのために、授業
者はその音楽や活動に対する有意味な情報を
精選し、提供しなければならない。そうして
初めて、学習者はその情報を自分自身の価値
として再構築し、実際の音楽活動に生かせる
ことが出来るようになるのである。
　さて、音楽の学習については、これまで検
討してきたことの他にもさまざまな考え方が
存在しているが、要約して述べると、
音楽の学習に於ける教材とは、授業者と学習
者の有機的な結び付きを基盤に、学習者の音
楽的な志向や認識を含む行動化を目指す為に
構成されるものと定義出来る。
また、学習の結果として、その内容が学習者
自身の有意味な価値に変換されなければなら
ないものと言える。
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第３章

音楽科教育における
可視化教材の視点
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第３章　　音楽科教育における可視化教材の視点
　前章では、教材そのものの持つ教育的な意
味や機能、そして音楽の学習に於ける基本的
な在り方について検討してきた。
ここでは、音楽の学習に於ける教材の可視化
の視点について考察を深める。
　一般に、視覚教材とは視覚的に内容を明示
的に表わすものとして、さまざまなものが存
在する。その中で、可視化と言われる範疇で
考えられるものとは、視覚的には見ることの
出来ないものを可視化することにより、有意
味な情報を生み出すといった内容が含まれて
いる。（例えば、音は目には見えないが、楽
譜に置き換えることにより、その構造が理解
される。楽譜の機能は広義的にみて可視化と
いうことになる。）
　ここでは、音楽の教授学習過程で実際に扱
われている視覚教材について分類し、分析を
加える。また、本小論での本題となる音楽の
学習に於ける可視化教材の意義について事例
を挙げ、検討してゆくことにする。

１．視覚教材の具体的な機能
ここでは、実際の授業で、授業者が扱う視覚
教材についてどのような機能的意味があるの
かを検討する。
（ア）事物や形態的事象をありのまま、目に
見せる事例提示の機能
【例】授業者が実物の楽器を紹介する時、そ
のものを学習者に見せたりする。
（イ）事物や形態的事象を図に表わせて伝え
る図形化の機能
【例】授業者が学校に存在しないパイプオル
ガンの図を黒板に貼り、学習者に見せる。　
　（ウ）事物や形態的事象の数量的な内容を
伝える機能
【例】授業者がトランペットの図を黒板に
貼って、ピストンの数を質問すると、学習者
はその図のピストンの数を数える。また、

テューバとピッコロの図を同時に提示して、
どちらが大きいかを質問すると学習者は二つ
を比べて見る。
（エ）事物や形態的事象について教室に運び
込めない際に、模擬体験として視覚により内
容を伝える。この機能はシミュレーションで
ある。
【例】学習者がオーケストラの演奏のVTR
を見て、ホールでの演奏の臨場感を推察した
り、演奏の様子を見て、自分自身の演奏につ
いての方法を検討する。
（オ）連続し、展開する形態的事象について
制止させ、分析が可能となる機能
【例】授業者が小太鼓の連打によるスティッ
クの操作について、連続した動作をVTR の
ポーズ機能を利用し、順番に説明する。
（カ）演奏や指揮の方法を学ぶことなどに利
用される連続した映像によって、あるまと
まった情報を伝える連続化の機能
【例】学習者が指揮法での４拍子の標準的な
タクトの仕方を連続した映像でみる。
（キ）事物や形態的事象の内的な構造を伝え
る構造化の機能
【例】授業者がピアノの打弦の原理を説明す
るために、ピアノの内部構造図を示す。
（ク）形態的事象の持つ模範的な様相を伝え
るモデル化の機能
【例】授業者がリコーダーの運指について図
解して説明する。
（ケ）学習によって価値づけられた意味内容
を視覚的に転換する作品化の機能
【例】学習者が鑑賞した音楽のイメージを絵
によって表わす。　
（コ）記号化されている情報をその意味内容
に基づいて視覚的に表現する機能
【例】夏の思い出という歌唱曲を味わう際
に、尾瀬の景色が写された写真を利用する。
（歌詞のイメージ化）
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　授業者がビバルディの『四季より春』を鑑
賞させる時に、春の景色の描かれている絵
や、ある所の春の風景写真を利用する。
（曲の持つ表題のイメージ化）
（サ）記号化された文字と図形化・色彩化と
の統合による機能
【例】授業者が楽器の分類を指導するとき、
楽器の名前を黒板に書き、さらにフロー
チャートのように文字を線で結ぶ。
（文字による記号と構造化の統合）
　授業者が数多くの楽器の名前を黒板に書
き、その中の木管楽器について赤のチョーク
でアンダーラインを入れる。
（文字による記号と色による識別化の統合）
このように、実際の授業で授業者が扱う視覚
教材には多面的な機能があると言える。
現在の音楽の授業では、これらを有機的に統
合しながら活用していると考えられる。

２．音楽の学習に於ける可視化教材の
　　教育的意味
一般に存在する物は、それぞれ固有の意味が
与えられ、機能していると考えることが出来
る。これは森羅万象のすべてに言える。即
ち、目に見える物は意味と機能の集合体と考
えることが出来る。人間に於ける物や形態的
様相についての視覚による概念化は人間の思
考を媒体として、意味情報として価値付けら
れる。即ち、人間が物を見るということは、
そのものを知覚し、何らかの意味情報として
の価値付けを行なうことに他ならない。
さて、視覚化には、二つの大きな機能的な違
いがある。ひとつはそのものの、ありのまま
の姿をそのまま伝えるという視覚化と、もう
ひとつは真実の法則や原理について、何らか
の意味を伝えるための視覚化である。可視化
とはこの後者の視覚化に属し、しかも、視覚
的な感覚では捉えることの出来ない現象につ
いて、視覚化によって目に見えるものとし
て、提示することである。

この定義をもとに、音楽の教材に於ける可視
化を定義づける。

音楽の可視化教材とは、音楽的な指導内容を
可視化された媒体を通じて、学習者に有意味
な情報として伝えることであると言える。

　即ち、授業者が学習者の音楽の諸要素や構
造的な概念の理解を可視化によって、補助・
援助する為の教材と言える。

３．情報処理理論から考察した可視化
　　教材の意義
　本小論では、これまで音楽科教育に於ける
教材の本質的意味を検討し、視覚教材の教授
学習過程での一般的な機能を概観してきた。
そして音楽の教材に於ける可視化の定義をし
た。 ここでは、学習者の立場にたって、こ
の可視化についての検討を行なうことにす
る。
　この定義からすると、授業者は可視化教材
を通して、有意味な情報を学習者に伝えるこ
とが前提となる。情報が伝わることとは学習
者が情報を受け取り自分の価値に転換するこ
とである。 では、学習者が情報を受け取る
ということはいったいどういった過程を言う
のであろうか。即ち、学習者が視覚的な知覚
感受や認知をどのような心的過程を通して、
実現してゆくのであろうか。
　ここでは、人間が視覚的な情報をどのよう
に受けとめ、処理してゆくのかについて現代
の認知心理学の理論的立場にたって考察す
る。
認知心理学では、人間の心的過程の研究が数
多くある。その中で、人間の学習に於ける過
程をコンピュータと同じように入力を出力に
まで変換するという情報処理の考え方を持っ
て理論化されるものに情報処理理論がある。
この立場にたって心的過程を具体的に検討し
てゆくことにする。
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近代的な情報処理理論に基づく学習と
記憶の基本的モデル
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（R.M.Gagne のモデルをもとに筆者要約)
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（１）記憶について
　一般に記憶とは、過去の経験・学習の内容
を保持し、それを後で思い出すことの総称で
ある（１１）と考えられているが、認知心理学の
立場では、記憶を中心とした研究対象として
!人間の心の働きの全て
"概念形成
#問題解決
$言語の理解と文の生成
%質問に対しての答えの生成やパターン認識
&立体図形をみた時、その隠れた部分を想像
　して再構成する働き
'文を読んで状況を心に描く心像の働き
(数多くの情報の中から特定のものだけを浮
き彫りにする注意のメカニズム
など、さまざまな分野について研究が進んで
いる。（音楽についても、音楽認知という分野で、旋律

記憶の群化などの研究が紹介されているがここでは言及を

避ける。）

　このように認知心理学の立場では人間の知
識について、その構造の原理的な解明を基軸
に、情報処理という考え方で、かなり具体的
なモデルを提案してきていると言える。（１２）

（２）情報の流れと処理（図１参照）
　環境から受ける刺激や興奮は学習者の受容
器（耳や目などの感覚をそのまま受け取る場
所）に影響を与え、感覚登録器を経由し、神
経組織に入る。ここで初めて、最初の知覚が
成立する。情報は感覚登録器に於いて、元の
刺激がパターン化された表象の形になる。
（このパターン化は刺激の特性的な相違や知覚する側のそ
の人の今までの学習体験による認識の相違などによりさま
ざまであり、詳しい検討を要するがここでは言及を避け
る。）

　情報はこの形のままで、ほぼ１秒以内のわ
ずかの間だけとどまるのである。
　それが、短期記憶に移入されると、情報は
再び符号化されるが、この時には概念的な形
になる。例えば、四角のような図を見た場
合、この過程ではその形が何らかの心的作用
により、概念が付加され、「それは四角形
だ」というように概念的表象として記憶され
るのである。
　この短期記憶は容量が小さく、短時間（ほ
ぼ秒単位）しか貯蔵できない。しかし、情報
が内的なリハーサルによって処理されると、
かなり長い期間でも、短期記憶内にとどまる
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ことが出来る。
　さて、リハーサルはもう一つの操作におい
ても、重要な役割を果たしている。すなわ
ち、情報がリハーサルによって記憶されると
それは再び変換され、中期記憶（近時記憶と
も言われる。）に入る。ここでは、入ってき
た情報について、どう処理するのかという決
定を下すところであると考えられる。
　すなわち次の情報の移入先である長期記憶
と短期記憶の仲介として、情報の概念貯蔵庫
のような役割を果たしていると推察される。
当面の文脈、期待、予想、仮説といった事が
らが影響して、この中期記憶が処理の判断を
下していると考えられる。
　中期記憶で判断が下された情報は長期記憶
に移入され貯蔵される。ここでの貯蔵につい
てはほぼ永久的に貯蔵されると考えられる。
中期記憶から長期記憶に移送された情報は、
いったん中期記憶に逆移送されてから、検索
され活用されてゆく。その後、検索された情
報は、反応生成器へ移送され、情報が実際の
動作に変換される。この構造から生じる神経
的なメッセージは効果器を活性化し、実行可
能な行為となり環境に影響を及ぼすこととな
る。学習の中での情報の流れは、このような
過程を経て、学習者が情報を受け取ることに
なるのである。
　ここでもう一つ重要な機能として、この情
報の流れを活性化したり、修正したりするも
う一つの構造が人間には備わっているように
推察される。これが期待と実行制御である。
実行制御は長期記憶に入った時の情報の符号
化や再生時の探索・検索過程の仕方を決定し
てゆく機能があると推察される。
期待については、外界刺激の知覚の仕方や記
憶の符号化、それに動作への変換に大きく影
響を及ぼすものと考えられる。
（現代の認知心理学では、このモデルを基本にさらに、メ
ンタルモデルの理論化など詳しい研究が進んできている
が、ここでは基本的な情報処理の構造を学習の理論にあわ
せて検討するため、R．M．ガニエと佐伯　胖が彼等の著作

で使用したものをもとに筆者が基本的モデルを構築し

た。）

（３）知覚認知レベルでの可視化教材
　　　の留意点
　それでは、この心的過程を検討した上で、
どのような可視化教材が有効なものとなるの
か検討を深めることにする。
（ア）動機づけの有効性
　教材には誘因的な動機づけを生むものが扱
われなければならない。即ち、学習者が目標
達成に向けて、「これはできるぞ」というよ
うな課題についての動機づけが必要になる。
この動機づけが学習に於ける期待を生み、教
材での活動に於ける心的な構えが生まれ、知
覚が、目標達成の為に働く。つまり選択的知
覚が生まれるのである。 前述の通り、知覚
レベルでの期待は心的過程そのものに大きく
影響を及ぼす。このことは学習者の誘因的な
動機付けを生む為の可視化を考察する上での
重要な視点と言える。
（イ）有意味な符号化
　短期記憶に一時的に保持されているもの
は、明らかに直接知覚されたものと同じでは
ない。即ち、知覚されたものが最も容易に貯
蔵出来るように変形・変換されるのである。
この重要な過程が符号化である。（１３）この心
的な過程では情報が学習者によって変形さ
れ、秩序化されたり、あるいは単純化された
りもする。
　もう一つの符号化の過程である長期貯蔵の
為の符号化は、刺激があるやり方でまとめら
れたり、すでに学習された概念に基づいて分
類されたり、或いは、原理として単純化され
た場合には保持がより一層促進されると推察
される。　
　このことから可視化教材を考えると、可視
化される情報は長期記憶に符号化されやすい
ものを扱わなければならないということであ
る。即ち、可視化によって概念がわかり、原
理が読み取れるものにならなければならな
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い。ということを意味している。
（ウ）転移の重要性
　学習したものの検索は現学習と同じ状況ま
たは同じ文脈の中でなされるとは限らない。
　言いかえると、一つの学習の価値が他の学
習の中に生かされる一般化を生じさせなけれ
ばならない。学習したものを再生し、それを
違った文脈に応用することは学習の転移（１４）

といわれるが、音楽での可視化教材の学習に
於ける重要な有効性はこの転移にあると言え
る。
　つまり、音楽の情報が可視化教材によって
有意味な価値に転換され、その価値が再び、
音楽的な活動に転換され、使われてゆくこと
こそ重要な意義となるのである。
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第４章

　　可視化教材の
　　有効性について
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　前章では、可視化教材の視点について認知
心理学の立場から若干の検討を加え、可視化
教材が、学習にどう位置付けられるのかにつ
いて考察してきた。
ここでは、視覚と聴覚の特性に於ける共通点
に着眼して、具体的な可視化教材の可能性に
ついて考察し、仮説を形成する。

１．視覚映像について
　教育での視覚映像の利用に於ける研究に
は、昨今の新しい教育メディアの発展と共に
さまざまなものが存在している。ここでは、
教育での視覚映像利用の観点からその有効性
について考察を深める。また、考慮すべきこ
ととして音楽の学習にとって有効な可視化の
視点に立つということを前提に文脈を統一し
たものにする。
（１）視覚映像の特性
　知覚に於ける情報量から考えると、人間は
五感（視覚・聴覚・体性感覚・臭覚・味覚）
でものごとを感じるが、受け取る外部情報の
８割以上が視覚に占有されていて、他の感覚
がそれに従属していると言われている。この
ことは、知覚レベルでの視覚の感受が学習に
も大きな影響を及ぼしていることを示唆する
ものである。
　さらに、視覚映像は、三次元の世界を現わ
し、かつ、触覚的に接近できないという点で
実在から隔離している。（１５）

　この実在からの隔離は学習者に超現実的な
世界を提示する。このことは、学習者が映像
を理解する際に二つの観念の中で、思考活動
を行うことを余技なくさせる。この超現実性
と現実性という二重性格こそ、学習者に知的
不均衡を感じさせ、好奇心をかりたて明確化
の為の探求へと導く（１6）とされる。
この理論から推論して、音楽の可視化につい

て考えてみると、音や音楽の概念を構造的な
視覚情報で提示したとするなら、学習者はそ
の視覚映像の認知と音楽の認知に於ける知的
不均衡から、学習が促進される可能性がある
と言える。　（当然、この時、学習者には音
楽聴取に於ける問題意識が存在していること
が前提である。）この視点から視覚映像を有
効に利用すれば、音や音楽の思考についての
補助概念として可視化が有効となる可能性が
生まれるのである。
（２）音楽の知覚と視覚映像の共通点
　滝沢（１７）は「映像は直接的で、半感性的で
ある。つまり、言語ではつくり出しえない感
情的雰囲気を創造することが出来るからであ
る。ある概念が提示されるにしても、それが
純粋な形で示されるのではなくて、具体的事
物と未分化な形で表現される。この未分化な
全体的性格こそ、まさに、子供の思考構造に
対応していると言える。」
と述べているが、音楽の概念もまた、未分化
な形で、そのままの全体構造を伴い、知覚認
知されると言える。音楽は、その音楽を聴く
人間の認知を通して何らかの体制化がなされ
価値付けがなされるものと考えることが出来
る。
　例えば、オーケストラで演奏されるある楽
曲の知覚について、人はある特定の旋律を抽
出して知覚出来る。また、その曲を再度聴い
た時には、異なった旋律線を抽出して他を無
視することもできる。この知覚での作用につ
いて心理学では『図と地』という関係で説明
されているが、視覚映像の場合も同じような
作用がなされる。即ち、視覚的な知覚は選択
的に行なわれ、環境内の数多くの刺激から、
ある特定の部分を抽出し、ほかの部分は無視
するといった知覚がなされる。（１８）

例えば、図２にあげるルビンの盃（デンマー

　　　第４章　　可視化教材の有効性について
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図２　ルビンの盃
（空間のエコロジーより）

クの心理学者E ．ルビンの作）などは見方に
よれば、盃にも見え、見方を変えれば二人の
人物の顔にも見える。この視覚映像での知覚
も音楽でいう『図と地』という概念で説明出
来る。
この意味から、視覚と聴覚に於ける有意味な
体制化を考慮に入れ、音
楽と視覚映像の共通的な
特性を生かし、可視化教
材を構築することは学習
の可能性を開くものでは
なかろうか。
　以上、これらの他に
も、音楽の知覚と視覚の
問題については色聴を中
心にさまざまな研究がな
されているが、本小論で
は音楽の構造的概念につ
いて、その学習に於ける
可視化を検討するため、ここでは言及を避
け、後の項で具体的な視覚的モデルを事例的
に検討し、その中で考察を深めることにす
る。

　２．音楽の学習に於ける具体的な
　　　可視化の可能性
　前項では知覚認知に於ける可視化教材の意
義について検討してきたが、ここでは音楽の
学習に於ける可視化教材の具体的な事例を検
討するにあたり、どのような概念を可視化に
結び付ければよいのかについて考察し検討す
る。
（１）音楽科の指導項目で可視化が
　　　可能と推察される事がらの分類
　ここでは音楽についてのさまざまな構造的
な概念について、具体的な学校での学習を想
定し、小学校の学習に於ける指導項目で可視
化が可能と推察される項目について抽出し、
具体的な可視化の方法について検討する。
まず、小学校音楽の指導要領での指導項目に
ついて、視覚化が可能と考えられるものにつ

いては下記の通りである。
【視覚化が可能と推察される指導項目】
　リズムの聴取・旋律の聴取・音の重なりや
和音の聴取・音楽を特長づけている要素の感
受・楽器間の違い・曲の仕組み・強弱速度の
変化・楽器の奏法・楽譜・階名唱・リズム

譜・歌詞の表す情景や気
持のイメージ化（想像す
る）・記号の理解・合奏
や演奏形態
　これらの項目の中で、
特に音楽そのものの概念
を指導する際に教材とし
て可視化することが有効
と推察される項目のみ検討
する。
（ア）リズムの聴取
　音楽のリズムは時間軸上
で音が瞬時の音量的変化や

速度の変更を伴い、ある流れの法則性を生み
出したり、それからの逸脱を謀るといったこ
とが特性として考えられる。その変化の様相
に時間軸が同期した視覚的な空間の変化を情
報として付加できれば、リズムの変化に於け
る数量的な知覚や音の存在としての空間的な
変化の理解についての補助が出来るのではな
いだろうか。
（イ）旋律の聴取
　この場合、前述の『図と地』の考え方を利
用し、際立った旋律の聴取について視覚的な
補助をすることにより、選択的な知覚から旋
律記憶が増進される可能性があると考えられ
る。
（ウ）音の重なりや和音の聴取
　音楽は、旋律が重なりや和音の変化として
の様相を含みながら流れていく活動体として
知覚認知されるために、音群としてのまとま
りで聴取される。この時に、視覚による旋律
線の提示ができれば、学習者はその視覚によ
る空間的な把握を音の重なりや時間と共に変
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音楽の学習において、可視化教材の空間的表現を利用することは、
学習者の音や音楽についての概念的な理解の補助・援助となる。

化する音の形態的な様相の理解に転移してゆ
くことが出来ると考えられる。
（エ）強弱の変化
　音楽の強弱の変化は空間的な広がりや狭ま
りを視覚によって表現可能に出来るのではな
かろうか。強い音は近くにあるような視覚的
表現で大きく示し、弱い音は遠くにあるよう
に小さく示すというような空間的な表現が使
用できると考えられる。
（オ）音楽を特長付けている要素の感受
　この項目は前述のすべての項目を含んでい
るものと考えられるが、音や音楽に於ける発
音時の時間軸の同期、音の高低を視覚的表現
での上下の位置に置き換えること、音の長短
が視覚的表現での横軸（Y軸）上に伸びる図
の使用などを検討して、可視化に結び付ける
ことが可能ではなかろうか。

３．仮説の形成
　本小論ではこれまで、音楽の学習に於ける
可視化教材の有効性について、さまざまな視
点から検討し考察してきた。ここではこれま
での考察を基軸に、実験を行ない仮説を検証
する。
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第５章

　実　験
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第５章　実験

１．第１実験
（１）第１実験の実施
!　日時　　
　　平成５年６月２日から６月１６日まで　
　　１限から５限の任意な時間を利用する。
"　場所　　
　　滋賀県蒲生郡竜王町立竜王小学校
　　図画室
　　（仮設音楽実験室として準備する。）
#　対象学年及び生徒数
　　１年生９６名、２年生９７名、
　　３年生１０４名、４年生１１７名、
　　５年生１１３名、６年生１１０名、
　　障害児学級１名　
　　計６３８人
（２）実験の目的
　仮説としての『音楽の学習において、可視
化教材の空間的表現を利用することは、学習
者の音や音楽についての概念的な理解の補
助・援助となる。』を検証するため、科学的
な実験を行ない分析し、結果を求め考察す
る。 特にこの実験では次の４項目について
行なう。
（ア）拍節的リズムでの（打楽器の音色変化
や音量変化を利用した）アクセントの変化を
理解させる為の可視化
（イ）音に於ける長短の概念を理解させる為
の可視化
（ウ）旋律的に特徴のある楽曲で、その旋律
の動きを理解させる為のアニメーションによ
る可視化
（エ）基本的なアンサンブルの音の重なり
（メロディ・カウンターメロディ・オブリ
ガード・ベースライン・リズムセクションの
各パートの聴きわけや重なり）やアンサンブ
ルの形態としての構造を理解させるための可
視化

（３）実験の方法及び内容
　本実験は科学的な実験の手法を用いる。
前述の４項目について可視化教材のサンプル
を制作する。
　次に、可視化教材（音や音楽を同期する）
を使用した実験群クラスと音や音楽のみの統
制群クラスに分けて、聴取された結果が、記
憶という形で被験者に残っているものと仮定
し、その記憶の正確さについての有意差を検
定し、分析を行ない、考察をする。
　視覚化教材の提示方法として、鑑賞の際に
視覚的情報を与えるクラスについては液晶ビ
ジョンを使用する。音や音楽の音源は、コン
ピュータ経由のMIDIデータをあらかじめ生
成して使用する。（第３課題についてはビデ
オの音源をテープに録音し使用する。）
（４）実験授業の具体的経過
｡：自己紹介の後、コンピュータでの教材提
示など、実験の概要の説明を行なった。
｢：マークシートを利用するため記入方法に
ついて説明を行なった。
｣：問題の前に、学習者の問題の把握を促す
ためにそれぞれの課題について練習を行なっ
た。
､：それぞれの課題（ステップ）では、始め
に事例曲を提示し、その後５つの問題を聴か
せた。この問題は１つにつき、３曲を聴かせ
た。このどれかに初めに聴かせた事例曲が挿
入されており、残りは事例曲に酷似した曲を
用いた。被験者が問題の３曲を聴かせた後、
マークシートに事例曲と推察されるものに
チェックする方法で５問を続けることとし
た。その後、短時間の休憩をとり、課題を続
けた。
･：それぞれの課題に使用した可視化教材の
概要については下記の通りである。　　　　
（この中で使用した音や音楽についても説明
を記す。）
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図３  ＳＴＥＰ１の可視化教材の機能

!画面から$画面へ画像は順
番に提示されてゆく

ＳＴＥＰ１ＳＴＥＰ１ＳＴＥＰ１ＳＴＥＰ１ＳＴＥＰ１
　ここでは拍の概念の理解を問うもので、被
験者にバスドラムとスネアドラムとを混ぜた
拍節的リズムを提示した。拍子は４拍子で、
速度は７６（四分音符）とし、長さは２小節
とした。この場合の可視化教材はコンピュー
タによる映像を使用し、オーサリングソフト
ウエアのオブジェクトプログラムの手法を利
用し、筆者自作の画像データとＭＩＤＩデー
タから変換したサウンドデータを統合し、ア
ニメーションを作成した。この場合、音の出
現と画像の出現を同期させた。
画面の背景は黒に統一し、二次元の四角形で
音を表現し、バスドラムが大きなものを、ス
ネアドラムには小さなものをこれにあてた。
また、画像の配色を明るい黄色とした。
（図３参照）

基本音源はＴＧ－１００というＭＩＤＩ音源
装置のBDとSDを使用した。
ＳＴＥＰ２ＳＴＥＰ２ＳＴＥＰ２ＳＴＥＰ２ＳＴＥＰ２
音の長短の理解を問うもので、被験者に同一
ピッチで音の長短のみの変化を伴う小曲（２
小節）を聴取させた。
使用曲では音の高さを『一点ハ』とし、四分

の四拍子で速度を ＝56とした。

　ここでの可視化教材もＳＴＥＰ１で使用し
たのと同様に、オーサリングソフトウエアの
オブジェクトプログラムの手法を利用し作成
した。　画面での黒の背景に音の長さによっ
て図形が伸びるように見える四角形によるア
ニメーションを作成した。　アニメーション
では、音の始まりや切れ目を同期させ、音の
鳴っている時にはグラフ図形が右方向に細か
な単位で伸びるように見えるものとした。　
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　また、音符も長さによって色別けをした。
（図４参照）
　基本音源はＴＧ－１００のカウベル（メト
ロノーム）とリードオルガンを使用した。
ＳＴＥＰ３ＳＴＥＰ３ＳＴＥＰ３ＳＴＥＰ３ＳＴＥＰ３
　楽曲を特徴づける旋律や音群の動きの理解
を問うもので、ディズニービデオの『ファン
タジア』よりデュカ作曲「魔法使いの弟子」
を事例曲として提示した。後の問題では特徴

のある旋律や音群を任意に抽出して、５問の
中に、挿入した。その他に使用した音楽は抽
出された部分に類似すると予想されるものを
使用した。（資料参照）
ＳＴＥＰ４ＳＴＥＰ４ＳＴＥＰ４ＳＴＥＰ４ＳＴＥＰ４
　　　　　基本的なアンサンブルに於ける音楽的構造
の知覚認知（重なり合う旋律線の知覚認知）
を問うもので、前述のオーサリングソフトウ
エアのオブジェクトプログラムの手法を利用
し、筆者自作の簡単なアンサンブル曲と静止
画とを同期させた。この時の同期は、それぞ
れのパートの音の出現に画像を対応させた。
画像は全て二次元的なものを使用し、黒の背
景の上に提示した。 大太鼓や小太鼓のパー

カッションパートを円の大小で表現し、主旋
律であるトランペットパートを右方向に鋭角
に伸びる三角形で表現した。また、副旋律で
あるホルンパートを楕円で、低音部である
テューバパートを四角形で表現した。最後
に、オブリガード的なパーカッシブな旋律を
（バイオリンパートのピチカート）細い四角
形で表現した。またパートごとの形態がはっ
きりとわかるように図形に色を付けた。配色

は下記の通りである。
トランペット：赤
ホルン：緑
テューバ：黄
打楽器群：茶
バイオリン：青
　また、それぞれのパートを列記の順番に、
時間をずらせて重ね合せて演奏されるように
し、画像も各パートの始まりに同期するよう
に工夫した。楽曲は２小節単位で同じものが
繰り返される形式にした。

楽曲は４分の４拍子で速度は ＝112とし

た。（図５参照）
この課題についての問題は事例曲での各パー
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トをそれぞれ順番に独奏として聴取させ、事
例曲と同一のものを再認する方法をとった。
（課題に使用した楽曲や問題については付録
の資料を参照）
　　　　　　　　　　　
（５）使用教材及び教具
○実験用テープ（自主制作録音）　
○オーサリングウエアースターデータ
（実験群の視覚化教材として）
・・STEP1・2・4
○バラード及びＭＩＤＩデータ
○ディズニービデオ
『ファンタジア』より「魔法使いの弟子」

（ポール・デュカ作曲）　　　　
・・・STEP3
○クラッシック名曲全集より（レコー
ド）・・・ホルストの『惑星』など２０曲
・・STEP3（付録の資料参照）
○マッキントッシュ パーソナル
コンピュータ  ＬＣ｢（授業のワークス　　

テーションとして）
○ソニーのステレオプレーヤーセット
（鑑賞用）
○光磁気ディスクドライバー及びメディア　
（データベースとして）
○液晶ビジョン及びスクリーン（実験群鑑賞
用として）

（６）実験での被験者に対する考慮点
（ア）第４課題（ＳＴＥＰ４）については発
達段階を考慮し、低学年での実施は避けた。
（イ）第３課題（ＳＴＥＰ３）では映像を付
加した実験群とそうでない統制群との問題提

示段階での興味づけの差異をできるだけ少な
くするため、統制群に於いて魔法使いの弟子
についての物語を口頭で説明してから実験を
行なった。
（ウ）音楽や映像の視聴をスムーズに行うた
め、音源についてはコンピュータ利用のＭＩ
ＤＩ音源に統一し、音響装置はオーディオ経
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由のスピーカーシステムを利用した。
（エ）液晶ビジョンについては、コンピュー
タで映像処理されたものをビデオに取り込
み、その映像をスクリーンに投影する方式を
とった。スクリーンの大きさはほぼ520ｃｍ×

350ｃｍとした。また、投影の際には教室の
明るさを多少落とすこととした。
（７）実験の分析と結果
　有意差の検定は実験群と統制群の各問題に
ついて得点を５点で計算し、それぞれの得点
平均と偏差値（SD）を算出し、それをデー
タとして平均の差のｔ検定と分散の差のF検
定を使用した。結果は高学年と低学年とに分
けて提示した。（第１表参照）
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（８）第１実験での考察
（ア）第１課題の考察
　低学年に於いては、事例曲提示直後の第１
問と第２問において分散に於ける有意差が
有ったことは、視覚的情報の知覚について、
音楽と統合して知覚できた被験者とそうでは
なく映像の意味が理解出来なかった被験者と
に大きく別れていたことを意味する。
　また、大きくは差が無いが、問題を繰り返
す時間的経過に伴い、統制群の平均点が実験
群より上昇しているのに対して、実験群では
変動が少なかったことについて考察すると、
音楽の認知に於けるリハーサルが統制群の方
に優位に働き、音楽そのものからの記憶を手
がかりに、スキーマの適合を計ったとみられ
る。
　実験群では、逆に視覚情報が時間的経過の
中で、その知覚に於ける映像的な新奇性を中
心に視覚認知を優先的に保存したとみられ、
音楽の記憶との統合は出来なかったと考えら
れる。
　高学年では音や音楽の情報のみの統制群の
方が記憶の再生に於いて、優位である結果と
なった。特に、事例曲提示直後は、顕著な値
を示している。
　このことは低学年の場合とは異なり、視覚
情報を付加した実験群の被験者については、
むしろ視覚情報が障害となり、音楽的な知覚
の妨げになったと分析すべきであろう。高学
年では、ほとんどの項目で統制群の平均点が
実験群よりも高いことからもこのことが言え
るのである。
　まとめてみると、視覚的な空間的情報が二
次元的な平面の図によって示されたもので
は、時間が同期を配慮したとはいえ、音楽の
知覚に於ける補助には成りえなかったと言え
る。
（イ）第２課題の考察
　この第２課題については、第１課題と対象
的な結果となった。その一つは低学年、高学

年とも実験群の方が得点が高く、事例曲提示
後の問題について、特に高学年で、有意差が
顕著にある結果となった。
　この結果は、第２課題での高学年でのそれ
とは、対象的な結果が出たことになる。この
ことは、視覚情報と音楽情報についての質
や、相互の関連性についての問題として、考
察する価値があるように推察される。
　第１課題では円という平面情報がそのまま
音に同期して提示されているだけであるが、
この第２課題では音の持続による経過的時間
をアニメーションの同期で視覚的に提示した
ことが影響しているものと考えられる。
　このような同一ピッチの音の長短について
の被験者の知覚認知は、音一つ一つの単一の
情報のみを処理しているのではなく、２小節
の音群のまとまりの中に特徴的な部分を抽出
して記憶するものと仮定すると、映像的情報
がその体制化なり群化を補助したのではない
かと考えられる。
　このことは、音と共に完結した命題的な円
という視覚的情報が与えられた第一課題とは
相違している。つまり、音の伸長に対応する
精密な時間同期を実現する視覚的情報が与え
られたことにより、被験者が持つと考えられ
る「音が出現した後どのようになるのか」と
いう総合的期待での瞬間的な知覚判断につい
て有意味な情報として視覚的情報が使われた
と考えることが出来る。（このことについては後の

結論の章で詳しく考察する。）

（ウ）第３課題の考察
　まず、第２問目の問題について、低学年、
高学年とも有意差が顕著にあることに注目し
てみたい。この問題での有意差については、
低学年では実験群が、高学年では統制群が
それぞれ優位であった。この問題は事例曲
「魔法使いの弟子」の冒頭の部分の記憶を問
うものであるが、この結果から考察すると、
音楽や映像の提示に於ける被験者の構えの問
題について言及出来ることがある。
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　低学年では知覚に於ける構えについて視覚
的な知覚に於ける構えや期待が多くを占め、
高学年では、音楽そのものの知覚的期待の方
が視覚情報を伴う実験群での期待よりも上
回ったことを意味する。
　また、この課題の全体的な傾向から見て、
低学年では視覚的情報の補助として、音楽を
知覚したと読み取れるし、高学年では音楽そ
のものの構造や様相を検索的に聴いた統制群
の記憶が顕著になされたと考えられる。
　もうひとつ、興味深い結果を考察する。そ
れは第３問での得点について、すべての被験
者が高得点を上げていることについてである
が、この問題の場面内容がこの事例曲のハイ
ライト的な特徴のある旋律であったことを考
えると、音楽的に特徴のある旋律は、それに
対する視覚的情報が付加されなくとも、容易
に知覚認知がなされていたことを意味する。
　また、高学年で実験群の方が得点が高かっ
たことは、ファゴットの特徴的な旋律の流れ
と精巧なアニメーションの時間軸上での同期
が音楽的な知覚を補助したと考えられる。た
だし、低学年では、このことは結果としては
現われてこなかったことについて考えてみる
と音楽の構造の知覚認知について、被験者の
成長や発達の違いからこのような結果になっ
たと言える。このことについても研究の余地
が残されている。
　まとめてみると、音楽的な様相の理解で意
味情報を含む映像での知覚的な補助は有効で
はないと言わざるを得ない。つまり、映像な
どの視覚的な情報のみで学習者に意味解釈が
できる情報については、視覚的な知覚認知が
優先され、音や音楽との統合した意味解釈は
生まれ難いと言えるのである。但し、音楽の
知覚認知に於ける、ある特定の事例からは映
像の質的な工夫と時間的な同期によって、補
助と成り得ることがわかった。このことにつ
いても結論の章で詳しく検討する。
（エ）第４課題の考察

　結果からの総合的な考察として、二次元的
な平面に於ける図形の提示では、アンサンブ
ルに於ける旋律線の重なりの知覚を補助し得
なかったと言える。第４問を除いて、残りの
すべてが統制群の方が高得点であったことは
音楽に於ける構造的な要素の知覚や認知が音
楽を通してのみ、可能になることを物語って
いる。
　特に音楽の音高に於ける主観的な空間的な
位置の知覚や重なり合う音群からある特定の
旋律を抽出するという選択的知覚は音楽だけ
を与えられた被験者の方が容易に行なってい
たと言える。問題での記憶に於ける再認の場
でも、被験者の記憶に残る体制化ないし群化
された音群によるイメージ的なスキーマを通
して、問題解決に向けて、即座に検索し、適
合してゆくような内的活動が、統制群の方が
はるかにやりやすかったように推察される。
実験群については、視覚的情報が主に認知さ
れたことにより、短時間での音楽知覚との統
合は不可能となったものと推察される。もう
一つの考え方として、視覚的な情報量だけ
で、実験群の方はバッファ（短期記憶容量）
がいっぱいになったと考えることも出来る。
　ひとつだけ興味深い結果として、第４問に
於ける実験群の優位について、早い八分音符
の連続的な反復の知覚については視覚的な情
報が補助となったとみることが出来る。
　この視覚的情報の質が他の図形とは著しく
違うことから考えると、このことについて
も、第２課題同様、提示される音楽の質と視
覚的情報の質との関連的な意味を検討する場
合での有意味なデータになったと言える。こ
のことについても、結論の章で詳しく検討す
る。
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２．　　第２実験
（１）第２実験の実施
!日時　　平成５年６月２８日（月）から
　　　　　７月１７日（土）　　　　　　
"場所　　兵庫県龍野市立揖保小学校
　　　　　（第一音楽室）
#対象学年　４年から６年
　　　　　（４年生８７名、５年生８２名、
　　　　　　６年生７４名　計２４３名）　
（２）実験の目的
　仮説としての『音楽の学習において、可視
化教材の空間的表現を利用することは、学習
者の音や音楽についての概念的な理解の補
助・援助となる。』を検証するため、科学的
な実験を行ない分析し、結果を求め考察す
る。 特にこの実験では次の項目について行
なう。
基本的なアンサンブル（メロディ・カウン
ターメロディ・オブリガード・ベースライン
の各パートの聴きわけや重なり）の構造の理
解での可視化
（３）実験の方法及び内容
　本実験は科学的な実験の手法を用いる。前
述の４項目について可視化教材のサンプルを
制作し、可視化教材（音や音楽を同期する）

を使用した実験群クラスと音や音楽のみの
統制群クラスに分けて、聴取での知覚認知
された結果が、記憶という形で被験者に
残っているものと仮定し、その記憶の正確
さについての有意差を検定し分析を行ない
考察をする。
　視覚化教材の提示方法として、鑑賞の際
に視覚的情報を与えるクラスについては液
晶ビジョンを使用する。音や音楽の音源
は、コンピュータ経由のMIDIデータをあら
かじめ生成して使用する。
　本実験での方法及び内容については、竜
王小学校で実施した第１実験の第４課題
（ＳＴＥＰ４）の方法に準じ、基本的なア
ンサンブルの音の重なりとしての構造の理
解を問う。
二重奏と三重奏の二つの課題を提示し、そ
れぞれ、５問づつ、事例曲の記憶を問うも
ので、それぞれの問題について、音の重な
り具合の異なるものを聴かせ、視覚的な情
報と音楽構造の理解での有効性を検証す
る。
（４）実験の具体的な展開及び経過
（ア）第１課題では、トランペットとホル
ンの二重奏を事例曲として２回聴かせた。
（事例曲は筆者自作の曲）この時、実験群
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　　 た。トランペットは右方向に鋭角的な三角形
で表現し、ホルンは楕円で表現した。また
テューバは四角形で表現した。（図７参照）
　問題については次のようにして、各問題３
曲の内から、事例曲を答えさせた。
ただし、事例曲のリズムについてはすべて大
太鼓と小太鼓の強弱の繰り返しを最初２小節
のみ先行させて提示し、曲の終わりまで演奏
されているものとした。
!第１問
　テューバパートのみの提示で事例曲と酷似
したものを使用し、事例曲はどれか答えさせ
た。
"第２問
　ホルンパートのみの提示で事例曲と酷似し
たものを使用し事例曲はどれか答えさせた。
#第３問
　トランペットとホルンの２パートの提示で
ホルンパートは事例曲と同一のものとし、ト
ランペットパートを事例曲と酷似したものを
使用し、事例曲はどれか答えさせた。
$第４問
　三重奏を提示し、トランペットとホルンの
２パートについては事例曲と同一のものと
し、テューバパートを事例曲と酷似したもの
を使用し、事例曲はどれか答えさせた。
%第５問
　ホルンとトランペットの２パートの提示
で、両方とも、事例曲と酷似したものを使用
し、事例曲はどれか答えさせた。
以上、１０問題ですべて、２回聴取させた。

曲の速度は ＝120とした。

（５）使用教材及び教具
○オーサリングソフトデータ
（実験群の視覚化教材として）　　　　　　
○バラード及びＭＩＤＩデータ
○マッキントッシュパーソナル
コンピュータＬＣ｢
（授業のワークステーションとして）　　
○ソニーのステレオプレーヤーセット

の視覚情報として前述のオーサリングソフト
を利用し、静止画と各パートの始まりと終わ
りとを同期させた。画像は全て二次元的なも
ので、黒色を背景とするスクリーン上に提示
した。打楽器群を円で、トランペットは右方
向に鋭角的な三角形で表現し、ホルンは楕円
で表現した。また、配色についても竜王小学
校での実験に準じた。（図６参照）
　問題については次のようにして、各問題３
曲のうちから、事例曲を答えさせた。
（ただし、事例曲のリズムについてはすべて大太鼓と
小太鼓の強弱の繰り返しを最初２小節のみ先行させて
提示し、曲の終わりまで演奏されているものとし

た。）

!第１問
　トランペットの旋律のみを提示し、事例曲
のトランペットの旋律がどれか答えさせた。
"第２問
　ホルンの旋律のみを提示し、事例曲のホル
ンの旋律はどれか答えさせた。
#第３問
　ホルンの旋律は事例曲と同一にし、トラン
ペットの旋律を事例曲と酷似したものを使用
し、二重奏で提示し、事例曲はどれか答えさ
せた。
$第４問
　トランペットの旋律は事例曲と同一にし、
ホルンの旋律を事例曲と酷似したものを使用
し、二重奏で提示し、事例曲はどれか答えさ
せた。
%第５問
　二重奏でトランペットもホルンも事例曲と
異なる酷似したもので提示した。
（イ）第２課題（ＳＴＥＰ２）では、トラン
ペットとホルンとテューバの三重奏を事例曲
として２回聴かせた。（事例曲は筆者自作の
２小節単位の簡単な曲）この時、実験群の視
覚情報として前述のオーサリングソフトを利
用し、静止画と各パートの始まりと終わりと
を同期させた。画像は全て二次元的なもの
で、黒色を背景とするスクリーン上に提示し
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（鑑賞用）
○光磁気ディスクドライバー及びメディア
（データベースとして）
○液晶ビジョンおよびスクリーン　　　　
（実験群鑑賞用として）

（６）実験での被験者に対する考慮点
（ア）液晶ビジョンについては、コンピュー
タで映像処理されたものをビデオに取り込
み、その映像をスクリーンに投影する方式を
とった。スクリーンの大きさはほぼ285ｃｍ
×125ｃｍとした。また、投影の際には教室
の明るさを多少落とすこととした。
（イ）映像を付加した実験群とそうでない統
制群との問題提示段階での興味付けの差異を
できるだけ少なくするため、統制群におい
て、提示される楽器の名前を口頭で説明して
から実験を行った。
（ウ）音楽や映像の視聴をスムーズに行うた

め、音源についてはコンピュータ利MIDI音
源に統一し、音響装置はオーディオ経由のス
ピーカーシステムを利用した。
（７）実験の分析と結果
　有意差の検定は実験群と統制群の各問題に
ついて得点を５点で計算し、それぞれの得点
平均と偏差値（SD）を算出し、それをデー
タとして平均の差のｔ検定と分散の差のF検
定を使用した。（第２表参照）
（８）第２実験での考察
（ア）第１課題の考察
　まず、第１問と第２問で対象的な結果と
なったことについて考察する。第１問と第２
問とも顕著な有意差が出たが、前者では統制
群、後者では実験群がそれぞれ高得点を示し
ている。この結果については検討する価値が
あると推察される。
　まず、事例曲についての被験者の知覚の仕
方について考察をしてみると、実験群では、
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おそらく音楽的情報に対して、視覚的情報が
先行して処理されたと考えられる。画面に出
てきた２種類の二次元的な図形について、そ
の形態やイメージを中心に知覚認知したので
あろう。この時、音楽的な情報はその図形の
知覚を補完するような形で被験者に受け止め
られた可能性が認められる。
　それに対して、統制群の方では音楽そのも
のの情報だけで記憶するため、まず、特徴的
な旋律でしかも、主旋律としての意味を持つ
トランペットパートを選択的に知覚し、その
旋律の知覚の後、ホルンパートを知覚したよ
うに推察される。第１問の結果で統制群の得
点が顕著な値を示していることは２パートの
音楽での特徴のある旋律の知覚は、音楽情報
だけの方が有効であることを示している。し
たがって、第２問のホルンパートの旋律の記
憶の方は、実験群の方が高くなったのであろ
う。
　また、この第２問で実験群優位の結果に
なったことについて考察すると、実験群では

事例曲の知覚において、各旋律群の知覚での
情報処理が均等に行なわれたと推察される。
　前述のとおり、知覚レベルでの視覚的な情
報の処理が中心となっているため、音楽その
ものの旋律としての構造を知覚認知し、識別
してゆく行為について音楽的な情報だけで識
別した統制群とは顕著な違いが出たものと考
えざるを得ない。
　このことは、第２問以降の結果にも顕著に
現われていると言える。
この結果で注目されるべきことは、統制群で
は特徴のある旋律の記憶を中心に問題の解決
を行なっているように推察されるのに対し
て、実験群では視覚的な情報で知覚認知した
ものについて、優先的に再認が行なわれた可
能性があるということである
　まとめると、特徴のある旋律についての識
別については音楽情報のみで行なうことの方
がより有効のように考えられるということで
ある。
（イ）第２課題の考察
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　第１課題とは対象的に実験群が統制群より
も高得点をあげたことについて考察すると、
第１課題とは異なり、３つの旋律の重なりを
知覚認知してゆくため、統制群の方では特徴
のあるしかも、知覚認知されやすいパートを
中心に選択的な知覚が行なわれたのであろ
う。２回の事例曲聴取ではすべてのパートを
把握することは不可能となったのであると考
えられる。
　逆に実験群の方では、視覚的な情報の処理
を優先したため、音楽の構造でのパートの違
いや音のイメージの違いについてよりスムー
ズに理解が出来たと推察される。
　しかし、ここで検討しなければならないこ
とは、音楽そのものの様相と視覚的な情報が
確実に統合されて知覚され、認知されたのか
ということである。確かに、実験群の得点
は、高得点を示しているが、その理由は、音
楽を中心に知覚したのではなく、視覚的な情
報を中心に知覚していったとも考えられるの
である。
　以上、２つの課題の結果を考察してわかっ
たことは、被験者の知覚レベルに於いて音楽
が先か、視覚が先かということと、その処理
に於ける意味付けがどのようになされている
のかについては、検討の余地が残されている
と考えられるということである。　また、た
だ単に複数の旋律線を持つ音楽での数量的、
形態的な違いについての理解が視覚優先で行
なえる可能性が出たわけであるが、果たして
そのことが音楽的に有意味な構造的な理解を
促進させるのかはわからないのである。
このことについても後の結論の章で詳しく検
討してゆくことにする。

３．第３実験
（１）第３実験の実施
　!　日時　　
　　平成５年９月２２日と９月２４日の両日
　　１限から３限の任意な時間を利用する。
"　場所　　
　　兵庫教育大学附属中学校　
　　集会室
　　（仮設音楽実験室として準備する。）
#　対象学年及び生徒数
　　３年生（３-１：４０名　３-２：３８名
　　　　　　３-３：４０名　計117名）
（２）実験の目的
　仮説としての『音楽の学習において、可視
化教材の空間的表現を利用することは、学習
者の音や音楽についての概念的な理解の補
助・援助となる。』を検証するため、科学的
な実験を行ない分析し、結果を求め、考察す
る。 特にこの実験では次の項目について行
なう。
　音楽での構造概念である音の長短、音の高
低、重なり合う旋律の様相的形態の把握、時
間軸の同期などをもとに精巧に構築された可
視化教材の有効性を被験者の音楽の記憶をも
とに検証する。
（３）実験の方法及び内容
　本実験は科学的な実験の手法を用いる。前
述の項目について可視化教材のサンプルを使
用し、可視化教材（音や音楽を同期する）を
使用した実験群クラスと音や音楽のみの統制
群クラスに分けて聴取での知覚認知された結
果が、記憶という形で被験者に残っているも
のと仮定し、その記憶の正確さについての有
意差を検定し、分析を行ない考察をする。
　視覚化教材の提示方法として、鑑賞の際に
視覚的情報を与えるクラスについてはビデオ
テープによるＶＴＲ画面を使用する。音や音
楽の音源は、コンピュータ経由のMIDIデー
タをテープに録音したものとＣＤを使用す
る。
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（ア）実験に使用した可視化教材の
　　　サンプルの説明
　この実験に使用した可視化教材のサンプル
については、アメリカのＳ．マリノフスキー
が、１９９０年のＩＣＭＣで発表している
Ｍｕｓｉｃ　Ａｎｉｍａｔｉｏｎ　　　　　
Ｍａｃｈｉｎｅを使用した。（以後M.A.M.

と記す。）
　ここでは、このM.A.M.の概要を説明す
る。このM.A.M.はコンピュータによるグラ
フィックスコアの一種として制作されたもの
で、サンプルに使用された楽曲はＭＩＤＩ音
源による電子鍵盤楽器が使用され、特にピア
ノとクラビコードの音色指定で、その音楽の
構造を可視化することを目的としている。こ

の可視化の機能を順を追って説明する。（図
８参照）
!画面のバックスクリーンは黒で統一されて
いる。
"音の長短がＹ軸上の右方向のグラフで示さ
れ、音の長さによる変化が視覚でわかるよう
になっている。

#音の高低がＸ軸上で高い場合は上に低い場
合は下に視覚空間的に配置される。
$旋律線の流れが同一色のグラフで示され、
複数の旋律線の出現と同時に、違う色でそれ
らが示される。つまり、右手左手の旋律の違
いや音の重なり具合が視覚で読み取れる機能
があるということである。
%音の出現と視覚的な情報は画面スクロール

長方形の横に延びる図形で旋律線の流れが示されている。
また、トラックごとに色分けがなされている。

図８【ミュージックアニメーションマシーンの機能】
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と鳴っている音のハイライト機能で統合され
ている。
&総合的な機能として以上の"から%までの
可視化が音楽と同時進行でリアルタイムに示
すことの出来る機能を有する。
&減衰音のみを使用していること。
'可視化された情報の中に音の音量に於ける
変化（ベロシティー）は加味されていない。
（４）実験授業の具体的な展開及び経過
｡：自己紹介やコンピュータの教師の操作に
ついて説明し、実験の概要についても、両群
とも同じ説明をした。
｢：マークシートを利用するため記入方法に
ついて同様に説明をした。
｣：課題は２課題とし、それぞれの課題で
は、始めに事例曲を提示した。その後、５の
問題を聴かせた。
　この問題は一つにつき、４曲を聴かせた。
問題については、事例曲での特徴のある部分
を任意に、５つの部分に分けて、その部分の
み（ほぼ２０秒前後）を再認させることとし
た。問題では、そのどれかに始めに聴かせた
事例曲が挿入されており、残りは事例曲にと
はタイプの違う曲を用いた。（資料参照）
　被験者が問題の４曲を聴いた後、マーク
シートに事例曲の部分と推察されるものに
チェックする方法で５問を続け、短時間の休
憩を取り、課題を続けた。
､：各課題に使用した事例曲は次の通りであ
る。
ＳＴＥＰ１・・・Ｄ．スカルラッティ作曲　
ソナタ　Ｋ９６番ニ長調
ＳＴＥＰ２・・・Ｌ．Ｖ．ベートーベン作曲
バガテル（opus33,＃5)
･：視聴の方法はコンピュータで映像処理さ
れ、ビデオに取り込みまれたものをＶＴＲに
投影する方式をとった。ＶＴＲの画面の大き
さは16インチとした。また、投影の際には
教室に暗幕を張り、明るさを落とした。
（５）使用教材及び教具

○実験用VTRテープ
（S．Malinowski制作による）　
○ステレオプレーヤーセット（鑑賞用）
○VTRセット（集会室常設機器）
（６）実験の分析と結果
　有意差の検定は実験群と統制群の各問題に
ついて得点を５点で計算し、それぞれの得点
平均と偏差値（SD）を算出し、それをデー
タとして平均の差のt検定と分散の差のF検定
を使用した。（第３表参照）
（７）第３実験での考察
（ア）第１課題の考察
　ここでの結果では第２問を除いて、大きな
有意差は現われなかった。また平均点の差を
見ると統制群の方が３問題について高い結果
となった。
　特に事例曲の冒頭の部分を扱った第５問や
中間部の終結の部分を扱った第４問では有意
差はないものの、得点は統制群の方が高かっ
た。このことは被験者の聴取前の構えの在り
方と音楽出現後の知覚認知のされ方につい
て、実験群と統制群では、かなり違ったもの
になったことを意味する。
　統制群では、音楽そのものに集中できたこ
とが推察されるし、実験群では聴取前の構え
から視覚的な情報についての期待が主とな
り、提示後は視覚情報の処理に集中して、音
楽は付随した処理になったように推察され
る。
　第２問で実験群優位で有意差があったこと
は、問題の質に関わることとして、同一の音
楽的様相を持つフレーズの反復について可視
化が補助となったと考えられる。
（イ）第２課題の考察
　この事例曲の中で、最も特徴があり、音楽
の構造からみても新奇性に富むと推察される
冒頭の部分を再認させる第３問について有意
差がでなかったことについて、この点におい
ては、やはり、音楽のみで集中して聴取する
ことの方が有効のように考えられる。
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　これとは対象的な結果として有意差が出た
第１問と第４問については、第１課題同様、
音楽的にあるまとまった音群（フレーズのま
とまりなど）が反復して出てくる場合につい
ては、実験群の方が再認をスムーズに行なっ
ていたことが推察される。
　第２課題では実験群がほぼ総合的に平均点
が高かったものの、可視化教材とともに音楽
を聴取した実験群の方が優位に再認出来たか
ということについては疑問が残る結果となっ
た。
　以上、この２課題について、仮説では時間
軸同期の音楽的にみても有意味な可視化情報
を持つサンプルとして、実験群の断然的な優

位を予想したが、結果からは同一の音楽的様
相を持つフレーズの反復について可視化が補
助となると考えられるだけで、その他音楽の
概念上の理解での可視化教材の有効性は証明
されなかったと言える。
ここで、考察出来なかったことについては後
の結論の章で詳しく検討する。
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第６章　

　結　論
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第６章　　結論
　第７章では、３つの実験に基づいてその結
果を分析し、それぞれの項目の部分について
若干の考察をしてきたが、ここではそれらを
総合的な見地に立って、仮説での可視化教材
の有効性について分析を加え結論を導く。

１．学習者の知覚や認知の段階での
　　視覚優位の問題
　本実験の結果として、まず注目しなければ
ならないことは被験者の視覚的な知覚認知の
優位性である。本小論では第４章の可視化教
材の有効性について次のように予想してき
た。
　音や音楽の概念を構造的な視覚情報で提示
したとするなら、学習者はその視覚映像の認
知と音楽の認知に於ける知的不均衡から、学
習が促進される可能性があると言える。
　
このことについて結論を出すとすれば仮説は
棄却されなければならない。
　
　これについての考察をまとめてみると、被
験者の知覚や認知について、音楽的情報に対
して、視覚的情報を優先的に処理したと考え
られる結果が多くあった。
　つまり、このことは統制群において音楽に
ついての選択的知覚や音楽聴取前の構えが、
後の問題解決に向けての記憶再認の行為とし
ての思考を促進させたのに比較し、視覚的情
報と音楽的情報の両者を平行に処理してゆく
であろうと考えられた実験群に於いては、結
果として視覚的な情報の処理が優先され、そ
の知覚や認知に於いて、ある意味付けがなさ
れ、被験者が受け取った情報が視覚的な情報
のみで完結してしまったと推察される。
　また、それに伴う音楽的な情報の処理もな
されたが、視覚的な情報処理の付随としてこ
のことがなされたと推察される。

　特にこのことについては、視覚的な空間を
伴う二次元的な図形や、数量的な概念を意味
する図形の提示については顕著であったこと
は興味深い事実である。
　つまり、実験群での被験者にとって意味付
けが容易にできる視覚的で空間的な表現は、
そのもので、知覚認知が完結され、固定化さ
れるといわざるをえない。遅れて知覚認知さ
れる音楽については、その視覚の概念に基づ
いて意味付けがなされたため、本来の音楽的
な概念についての理解はされに難くなったと
言える。
　このことは、仮説であげた音や音楽につい
ての概念的な理解を補助するとおもわれた可
視化教材が可視化に於ける視覚的な情報が本
来の音楽的な概念の理解についての障害に
なったと考えることができる。
　ここで改めて、深く考察しなければならな
いこととして、視覚的な空間性と音楽に於け
る聴覚的な空間性とは明らかに相違すること
を定義しなければならない。
　音楽的な空間性の理解は、音楽の聴取に於
ける学習者の洞察力や識別力が推進力とな
り、音楽そのものの理解を促進してこそ成就
されると言わざるを得ない。
　つまり、旋律の重なり具合や音に対するイ
メージなどについて、教材構築の主体者であ
る授業者が、その音や音楽について、ある意
味解釈を行ない可視化教材を利用したとして
も学習者によって視聴され、情報として学習
される概念は音や音楽の構造解釈のための可
視化情報としてではなく、視覚情報そのもの
が、学習者の視覚認知的スキーマの適合へと
結ばれるのである。　このことは学習者が音
や音楽について、さまざまなイメージや構造
に於ける追求を聴取の際にする時点の助けに
は成り得ず、逆に教材構築を行なった授業者
の主観的な見方についての強制を、学習者に



42

をあわせてゆくことを可能にする映像（アニ
メーション）の生成が重要な要素となり、ひ
とつひとつの音による単位での同期よりも精
密な時間軸同期が学習者の知覚認知に作用す
ることが解明出来た。このことについてもう
少し詳しく検討することにする。
　視覚の優位性が音楽知覚としての聴覚的な
知覚よりも先に処理されるため、たとえ、音
の始まりに視覚的な情報を同期しても、図形
的様相は図形として、視覚での情報処理が優
先的に行なわれる。従って、音楽知覚の方に
は影響を与えず、視覚そのものとして認知さ
れることは第１項での結論からも理解出来
る。
　この場合、視覚的情報の量が多いと、短期
記憶ではバッファがいっぱいになり、短期間
での音楽知覚や認知活動はされ難くなる。
　また、この場合の視覚認知においては中期
記憶からの情報検索が短期間で進み、学習者
による視覚認知のスキーマがその視覚での情
報を意味概念や価値に変換してゆく作業も短
期間で行なっているように推察される。
　視覚情報として意味概念的に認知されやす
いものは音楽認知には補助と成り得ない。
そのことはシムボリックな視覚情報は補助に
は成りえないことを意味する。
　つまり、抽象的で、意味付けがされ難いイ
メージ的な可視化表現の工夫がなされなけれ
ばならないことになる。このイメージとは音
楽の知覚レベルでの考慮が優先されなければ
ならない。まさにこのことは音や音楽の知覚
認知処理の一般化についての可視化を意味す
る。
　然るに、アニメーション映像の特性とし
て、音の出現から終わりまでの時間的な伸長
について、その音の動きと並列進行的に動く
ことの運動的な様相を即座に知覚出来る情報
が有効となると言える。
　しかもこの情報は音の運動的なエネルギー
の様相に焦点化されたものでなければならな

してゆくことになるのではなかろうか。
　授業者の主観的な音や音楽についての構造
的イメージがそのまま、学習者の音や音楽に
ついての構造解明のための思考に対して、納
得された形で入り込んでゆくとは限らないの
である。可視化が音や音楽の構造的な問題に
対して、学習者の思考支援となる為には、
音楽の普遍的で、科学的な構造が解明されな
い限り、この意味からの可視化は不可能と
いってよいのではなかろうか。

第１点目の結論第１点目の結論第１点目の結論第１点目の結論第１点目の結論

　　　について
　第１項では音楽の構造的な側面での可視化
教材の有効性について、仮説を棄却する立場
で言及をしたが、ここでは本研究の結果で明
らかになった可視化教材が有効と推察される
特殊な場合について考察する。
　第１項で結論づけた通り、音楽の構造の概
念理解については仮説を棄却しなければなら
ないが、次の２点においては、可視化教材の
有効性が理論として構築できる。
　一つは、旋律知覚（単旋律の知覚と、ある
ひとつの旋律が中心となり進行している音楽
でその中心的な旋律の知覚の場合）でのイ
メージ喚起によるアニメーション映像の時間
軸同期の作用が、被験者の知覚認知レベルに
於ける有意味な情報処理の操作での思考の補
助となりうる可能性があるということであ
る。
　つまり、音楽に於ける知覚や認知のスピー
ドに可視化での視覚的な情報処理のスピード

　音や音楽に於ける概念の理解につ　音や音楽に於ける概念の理解につ　音や音楽に於ける概念の理解につ　音や音楽に於ける概念の理解につ　音や音楽に於ける概念の理解につ
いて、その構造を可視化することはいて、その構造を可視化することはいて、その構造を可視化することはいて、その構造を可視化することはいて、その構造を可視化することは
有効ではない。有効ではない。有効ではない。有効ではない。有効ではない。

２．可視化教材が有効と
　　考えられる音楽的な概念と
　　視覚的な情報の質との関連
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い。つまり、音楽知覚の瞬間的時間レベルに
映像を合わせることによって、視覚での選択
的知覚の制御操作がなされ、音楽知覚での学
習者の持つ総合的期待の補助として可視化が
意味をなしてゆくと考えられる。このことが
なされて初めて音楽の知覚や認知に於ける補
助として可視化が機能すると推察出来る。
　もう一つは旋律に於ける体制化や群化の概
念の理解について視覚化教材が有効である可
能性があることである。
　つまり、学習者に於ける旋律聴取時の選択
的な知覚について、一つの旋律に焦点化され
ることが容易である場合の可視化は、その選
択的な知覚を補助するということである。
　このことは、第１項にあげた音楽的な構造
の概念での理解の場合での選択的知覚か被験
者の選択に任されて進んでゆくのに対して、
ここでは、その選択的な知覚が視覚を中心に
なされることを有効に利用するという点に違
いがある。
　例えば、同一ピッチの拍節的なリズムを主
要とする音楽の知覚や単旋律で音の動きに特
徴のあるとみられるもの（時間軸上での音の
配置の工夫として作曲者が意図的に反復的な
旋律を使用したものなど）を中心に、音楽の
知覚認知として、群化されやすいフレーズ的
反復を伴う旋律などは可視化情報が有効に働
くように推察される。
　音楽研究者であるスワニク（20）は彼の『音
楽の心理学』という著作のなかで、音楽の理
解のためには、知覚と記憶の能力に加えてさ
らに３つの音楽的能力が重要であると述べて
いる。

｡音楽作品と様式の規範をとらえる能力
｢音楽の流れの中に盛り込まれている
「意味」の流れを理解する能力
｣音楽がこれからどうなってゆくかを
　予測する能力
　

彼のいう音楽の中に盛り込まれている意味に
ついて、可視化は体制化や群化の傾向性を視
覚で確認するという思考的な支援として利用
出来るように推察されるし、音楽の進行を予
測していく際の補助として可視化は支援と成
り得るのではなかろうか。
　このことを実現してゆくための可視化の質
的な配慮として、中心的に知覚されるであろ
うと推察される旋律線について出来るだけ鮮
明な映像が使用されることが必要であるし、
音の始まりや切れ目をはっきり示せるもので
あることも重要なことである。
　音楽に於ける図と地の群化・体制化を制御
し、学習者が選択的知覚をしやすいようにす
るため抽出した旋律と背景とのの色分けを
はっきり鮮明にさせることも必要となろう。

第２点目の結論第２点目の結論第２点目の結論第２点目の結論第２点目の結論
　音や音楽に於ける概念で、特に旋　音や音楽に於ける概念で、特に旋　音や音楽に於ける概念で、特に旋　音や音楽に於ける概念で、特に旋　音や音楽に於ける概念で、特に旋
律の知覚を中心とする音楽の動きの律の知覚を中心とする音楽の動きの律の知覚を中心とする音楽の動きの律の知覚を中心とする音楽の動きの律の知覚を中心とする音楽の動きの
様相的な理解について、可視化教材様相的な理解について、可視化教材様相的な理解について、可視化教材様相的な理解について、可視化教材様相的な理解について、可視化教材
を利用することは有効である。を利用することは有効である。を利用することは有効である。を利用することは有効である。を利用することは有効である。

（ここであげた音楽に於ける体制化や群化の理論について

は最終の章で検討し、ここでは詳しい言及を避ける。）

３．学習者に於ける発達段階と
　　可視化教材との関連について
　第２項では可視化教材が有効と考えられる
場合の条件的なものについて考察を深めた
が、そのことにも関わることとして、学習者
の発達段階の違いからくると推察される知覚
認知のされ方の違いについて考察する。実験
結果で、低学年では知覚に於ける構えについ
て視覚的な知覚に於ける構えや期待が多くを
占め、高学年では、音楽そのものの知覚的期
待の方が視覚情報を伴う実験群での期待より
も上回ったことについて考察する。
　はじめに、この結果の差はなぜ生まれたか
について考察する。
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　ブルーナーは学習者の認知的発達について
の主要段階について以下のように示してい
る。
（ア）行動的把握の段階
　（ほぼ５歳まで）
　この段階では、子どもが、手や足などの筋
骨を働かせて、なすことによって知るという
時期で、刺激と反応が直接くっついている。
　然るに、ひとつの物事に注意を定着させて
持続観念としてこれを保存することの保存性
の概念が未発達な時期である。この時期の子
どもには図表や言葉による指導は出来ない。
（イ）映像・聴覚的把握の段階
（ほぼ６、７歳が主で、１０歳にまで及ぶ）
　この段階では子どもが映像的把握や聴覚的
把握を主体に直観的把握とほぼ同様な形で形
成される時期である。またこの時期ではひと
つの刺激にもふたつ以上の側面を並列して同
時看取できると言われる。しかし、物事を関
連させて論理的に整った形で把握しようとい
うことは出来ない。
（ウ）原理・記号的把握の段階
（ほぼ１０歳以後）
　この段階では、子どもは言語や記号によっ
て表わされたものを認知してゆくことが可能
になり、いわえる概念的認知や抽象的認知が
進んでゆく時期である。
言語に於ける認知として、その言語の意味す
るものと言い表せる為の簡素な記号との両面
の結び付きが容易となる時期と言える。また
複雑な映像を記号化することも出来るし、一
つの記号的把握をさまざまに変形して発展さ
せて使用することを獲得する。
　このような発達段階が螺旋的に絡み合い発
達してゆく。
（このブルーナーの認知発達モデルは各種参考文献を筆者

が要約し、使用した。）

　さて、この理論に即して、実験での結果を
考察すると、低学年段階の認知活動では映像
的な把握が主体となることから、その映像の

情報処理に対してのみ、多くの意味づけを被
験者はしていったものと考察される。
　また、この場合の映像的な把握は、その映
像を音楽の情報と結び付けて概念化すると
いった複雑な認知活動は出来なかったのであ
ろうと推察される。
　これに対して高学年や中学生の場合は、こ
の理論のいう原理・記号的把握の段階での認
知活動が主体であったと考えることが出来
る。
つまり、即座に見て、ある意味付けが出来る
視覚的な情報からでは音楽的な原理を探究し
ようとする集中力や洞察力が生まれなかった
といえる。反対に音楽そのものが持つ未分化
された聴覚的事象について、その原理を追求
したと考えられる統制群の被験者については
「これは何であろうか」というような知覚に
於ける緊張が心理学でいう総合的な期待とし
て知覚や認知に効果を及ぼしたと推察出来
る。
　このことは、前述の第２項での可視化の有
効性についての結論に対して、条件を付加す
るものと言える。
　つまり、音や音楽の動きについての様相を
音楽の原理として理解し解明しようとするの
は高学年以降であると考えられるからであ
る。

　以上、総合的な考察を踏まえて、３つの結
論を導き出したが、現在の学校現場に於ける
可視化教材の実務的な利用ということから総
合的に結論づけると、音や音楽に於ける有意
味な可視化教材の構築は、現在の研究では不
可能と言える。

第３点目の結論第３点目の結論第３点目の結論第３点目の結論第３点目の結論
　音楽の授業に於ける可視化教材の　音楽の授業に於ける可視化教材の　音楽の授業に於ける可視化教材の　音楽の授業に於ける可視化教材の　音楽の授業に於ける可視化教材の
利用は発達段階を十分考慮しなけれ利用は発達段階を十分考慮しなけれ利用は発達段階を十分考慮しなけれ利用は発達段階を十分考慮しなけれ利用は発達段階を十分考慮しなけれ
ばならない。ばならない。ばならない。ばならない。ばならない。
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　ビデオ機器などの利用が日常的に当り前の
こととして、音楽の授業で扱われていること
について教育的に考え直すべき事態にあると
言わざるを得ない。つまり、音楽の概念の指
導に視覚的な情報を扱うことについては、細
心の注意が必要であるということなのであ
る。視覚的な情報を有効な方法として授業者
が扱うことは音楽の理解に対して、学習者が
有意味な情報としていかに知覚認知し、音楽
の価値と統合してゆくのかが明らかにされな
ければならないと考える。
　さて、ここまでの結論からもうひとつ重要
なことが見えてきたが、それは学習者に於け
る音や音楽の知覚や認知のされ方についての
解明ということであり、このことが教育的な
研究の立場で確立し、その普遍的な理論が確
立され一般化し流布されてゆかなければ、教
材の可視化は有り得ないということである。
　音や音楽の科学的な解明が先決であり、そ
の理論に基づく可視化教材の理論が構築され
なければならないのである。
　この意味から、音楽は未だ、解明されてい
ないのである。
　授業者である音楽の教師が、子供の音楽に
於ける主体的な活動の構築を目指すことが前
提に教育活動が進められる為の基本的な基盤
は、音楽を科学してゆく目を教師自らが育ん
でゆかなければならないと考える。
　ただ単に「美しい音楽」とか、「抑揚のあ
る音楽」などの形容詞でしか言語表現できな
い姿勢そのものが問われてきているのであ
る。
　音楽を科学することとは、「なぜ、音楽に
感動するのだろうか。」や「なぜ人は音楽を
人生の糧にするのだろうか。」というような
音楽についての命題的な問題に向けて真摯な
探究心を育てる原点なのではなかろうか。
　人が感動する音楽をそのまま音楽の価値と
して認め、わかったこととして指導してゆく
のではなく、なぜ感動するのか、その感動の

原点には何が在るのかを追求する心を学習者
のなかに育てることこそ、音楽教育の原点な
のではなかろうか。
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第 ７ 章

　教育における

可視化教材の可能性
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第７章　教育における可視化教材の可能性

　本小論では、前章で可視化教材に於ける実
験的な研究の結論を導き出した。ここではこ
の結論を踏まえて、音楽科の授業での可視化
教材利用に於ける可能性について理論的に考
察を深め本小論の終章とする。
　　　　　

１．音楽の知覚認知の
　　研究的視座をめぐって
　本研究での実験結果から導き出した結論の
中で、音や音楽に於ける科学的な研究のアプ
ローチの重要性について音楽の知覚や認知に
ついての研究の動向を視座に考察をする。
（１）短期記憶に於ける情報処理の
　　　体制化と群化
　ダイアナ・ドイチュ（２１）は彼女の著書『音
楽の心理学』で音楽に於ける体制化のプロセ
スの問題について次のように述べている。
「第一次的な音響要素の結合から、知覚的な
等価や類似ををもたらすようなより高次の抽
象化がどのようにして行なわれるのか。この
ような高次の抽象化が群化の基礎にもあると
考えられる。」
　さて、音楽の知覚認知に於ける体制化や群
化とはいったいどういうことなのであろう
か。
　このことについて音楽に於ける知覚認知の
基本的なモデルを想定して考察する。
　まず、音楽としての聴覚的情報が耳という
感覚器を通して入ってくる。そのことは感覚
登録器で音であることについての弁別的に登
録される。そして短期記憶に入る。
　この場合、音そのものが音楽認知的な文脈
を含んでいないと想定されるものについては
短期記憶でそのまま、ある音として符号化さ
れ、それ以上の認知処理の中では現象として
「その音を記憶しているかどうか」という文
脈と、「その音らしいもの」についてのス

キーマが音楽的な認知の文脈から離反して適
合されてゆく。『その音はトランペットだ』
とか判断されることは、音楽的な知覚認知の
レベルでの情報の処理ではなく、音の知覚に
於ける事象的なスキーマの検索が長期記憶と
のやり取りを通して行なわれると考えられ
る。
この音が、旋律として知覚される為には次の
音を待たなくてはならない。
　つまり、始めの音の出現に於ける知覚や認
知は学習者の持つ総合的なスキーマのあらゆ
る知覚的文脈の中で検索が行われるものと推
察される。そして次の音が音楽的な知覚認知
のレベルでのスキーマに適合する可能性が出
てきた場合にのみ、音楽についての符号化が
促進されるのである。音楽知覚の短期記憶で
の情報処理の第一の特徴はこの音楽認知（旋
律知覚など）としての意思決定にあると考え
られる。
　第二の音が出現して初めて、学習者は知覚
的な文脈を音楽の様相の知覚としてのスキー
マの特定化について意思を決め、適合を計る
ものと推察される。然るに、その後、連続し
て出現し流れてゆく音群を単一の音として捉
えるといった知覚レベルでの操作はされなく
なり、今度は、その学習者に於ける記憶にあ
る学習された音楽的な様相についてのスキー
マを中心に、時間的な連続した音群に於ける
ある集約された単位モデルとして知覚認知し
てゆくようになる。
　この音楽での知覚されやすい、ある集約さ
れた単位モデルが体制化であり、その音楽的
な旋律知覚やリズムの知覚等に於ける顕著な
特性のひとつが群化である。
　体制化は音楽の旋律知覚を中心にリズム、
ハーモニーなどのその他の音楽的な構造的要
素の知覚において齎されるものと言わなけれ
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ばならない。
（２）音楽の群化について
群化の理論は元来、ゲシュタルト心理学者の
齎す視覚的配列に於ける群化の理論が音楽の
知覚認知レベルでの解釈に応用されたもので
下記のような原理（２２）に基づいている。
｡：近接性の原理
　時間的、空間的に近い要素がグループを形
成する。例えば、図９のａでは，接近する点
が互いに対になっているように認識される。
｢：類似性の原理
　類似した要素同士がグループを形成する。
図９のｂでは白と
黒の点の縦列の配
置がピックアップ
さ れ て 認 識 さ れ
る。
｣：連続性の原理
　互いに一定の方
向性を持つ要素が
まとまって認識さ
れる。図９のｃで
は点がＡＢとＣＤ
のふたつの線とし
て認識される。
､：共通運命の原理
　同じ方向に動いていく要素についてはまと
まって認識される。
（すべての原理について　筆者が要約した。）

　これらは視覚的配列に於ける群化の決定要
因として重要なものであるが、音楽において
もこのことは同様であることが本研究の成果
からも推察できる。
　これらの原理が音楽について、適用される
可能性は楽句の時間的なまとまり、音高によ
るまとまり、音色によるまとまり、音の強弱
によるまとまり、音源の位置によるまとまり
などにもあると言える。（２３）

　ここでもうひとつ、音楽の認知的な観点か
らの音楽的構造の分析の手がかりとしての分

類について平賀（２４）の述べたものを挙げる。
｡：音楽的なパターン反復的提示による知覚
　　認知の強化
｢：対比的なパターンに於ける新奇性につい
　　ての知覚認知の効果
｣グループ化（前述）
　このように現在の音楽の知覚や認知につい
ての研究では、その基盤を人間に関わる森羅
万象の知覚認知のレベルに於いて、どのよう
に音楽が処理されてゆくのかについて、科学
的な研究のアプローチが進みつつある。
　これらの研究の成果は、可視化教材の構築

の理論的な根
拠として十分
検討されなけ
ればならない
ものと考えら
れるし、本研
究の結果から
得た群化に於
ける音楽の様
相的特性や楽
句などの反復
提示に於ける

可視化の可能性は今後さらなる追求がなされ
てゆくべきであろう。
　つまり、音楽に於ける可視化は音楽に於け
る知覚や認知の研究についての教育学的な応
用に可視化の試みが方向性としての可能性を
与えるものと考えることが出来る。
　このことをもう少し深く考察してゆくこと
にする。
　本研究の結果からもわかる通り、可視化の
モデルの裏側に常に視覚的な知覚認知の指向
性が学習者に傾向として働いていたことにつ
いて注目すると、まさにこの事実は、教材の
構造化について、源泉的な素材に於ける知覚
認知レベルでのパラダイムを与えている。
　つまり、教材構築者である教師が、この視
覚に於ける知覚認知レベルでのパラダイムを
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基盤に教材構築を行っている限り、音楽の可
視化は有り得ないのである。
　音楽に於ける可視化の視点とは、音楽の知
覚や認知に於ける理論的モデルを基盤とする
パラダイムの構築の上に、有効的な分野とし
て研究されなければならないものであると言
える。
　要するに、音楽に於ける感動の構造を認知
心理学の立場を応用して検証し、その理論化
に於ける教育的なメタファとして可視化教材
が授業の中で活用されてゆかなければならな
いことを意味している。
　現在の音楽科教育の弊害は、この根源的な
感動の構造の解明について学習者レベルでの
研究が進んでいないことに起因するように思
えてならないのである。音楽に於ける感動の
構造を学習者が解明してゆく時の支援・援助
活動のメタファとして可視化教材は有効と成
り得るのである。

２．楽譜と可視化教材
　前項で述べたとおり、可視化教材が音楽の
解明について、メタファとして働くこととは
どのようなことなのであろうか。
　メタファは一般に隠喩・比喩といった言葉
で定義されている通り、物事の説明にこれと
類似したものを借りて表現するという意味で
使われている。（２５）

　ところで、作曲者は作曲家自身の感動や感
情の高まりを音楽として表現しようとする。
この時、作曲者は頭の中で音楽を構造化して
ゆく。しかし、その頭の中で行われる音楽に
ついての内的なイメージは現実の音によって
表現されてはじめて音楽的な意味を持つもの
に変換されてゆく。この意味から作曲者は現
実の音をメタファとして作曲者自身が頭の中
に描いた内的なイメージを具現化する作業を
していることになる。
　つまり、感動や感情の高まりに於ける音楽
的表現のためのメタファが音であると言え

る。
　ここで注目しなければならないこととし
て、この後、作曲者はその表現した音をメッ
セージとして伝える為に、楽譜を作成してい
くが、この場合、作曲者の中には、自己の内
的なイメージによる音の具現化を省略して楽
譜にそれを表現してゆくこともしばしばある
と考えられる。
　この場合、作曲者は頭の中で音楽的な構造
について表現という視点を主体に内的なイ
メージを音に変換しそれを楽譜に書き留める
ことをすべて頭の中で構築しているのであろ
うと考えられる。
　その後、演奏者が目にする楽譜とは作曲者
の以上のような内的な操作過程を経て創出さ
れた結果としての表現であり、この楽譜も広
義的な意味からみて作曲者の音楽表現の追求
の姿を示すメタファとみなすことが出来る。
　今、音楽の授業では、この楽譜が音楽の表
現活動のための主要素材として中心的な役割
を占めている。
　ここで、考えたいことは、はたして本当に
楽譜が学習者の音楽的な活動を誘発し、音楽
としての構造化を理解できる道具に成り得る
のかということである。
　学習者が楽譜を見て、その音楽が理解でき
るということは、楽譜の視覚的な様相がわか
ることでもなく、楽譜の記号的な意味がわか
ることでもない。それは、楽譜を見て作曲者
の立場になり、作曲者の行なったその楽譜の
生成過程を順番に辿り直し、学習者自身が作
曲者の感動の在処を解明することに他ならな
い。楽譜についての根源的な意味がこのよう
なことにあるとするなら、授業者は楽譜につ
いての洞察という視点から授業を構築してい
かなければならないことは必然である。
つまり、楽譜の記号や構造的な様相について
「なぜ、そのようになっているのか」という
視点に学習者が立ち、楽譜の分析ではなく、
音や音楽そのものの分析を経て、楽譜を解釈
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することこそ重要な過程ではなかろうか。
　学習者が楽譜を見ることで思考活動が完結
されてしまい、その次には、その楽譜をどの
ように表現するかということのみが問題とな
る。このような形で音楽活動が行なわれるこ
とは真の音楽教育の創造とは成り得ないと考
える。
　楽譜を見て、学習者が納得せずにわかった
こととして次の段階に進むことについて、授
業者は本当に音楽の意味がわかったのかを確
認しなければならない。
　音楽に於ける理解とは音楽が学習者の中に
生まれてくる内的な創出活動に他ならない。
　その為には、この場面において音楽に於け
る可視化教材を授業者が効果的に活用し、音
楽に於ける表現についての理解を支援するこ
とこそ重要な事がらではなかろうか。
　楽譜がわかるということを超越して作曲
者の音や音楽についての内的なイメージから
構造化へ、音楽についての表現的な追求の軌
跡が読み取れることこそ、学習には重要な過
程であると言わなければならない。また、こ
のような経験が繰り返されてこそ、真の音楽
活動が学習者の自発的な活動として育つもの
と考える。
　本小論で追求してきた可視化教材は、この
学習者に於ける音楽そのものの洞察力を育成
するという視点から研究を深めたが、この研
究が音楽理解と楽譜の指導を統合する重要な
媒体としての教材構築という視点で実際の授
業に生かされることこそ重要である。

３．教育に於ける
　　コンピュータ利用について
　本小論では第２章で教育に於けるメディア
利用について少し触れておいたが、ここで
は、本研究の実験に使用したコンピュータに
於ける教材の構築の過程を中心にこれからの
教材の在り方について検討する。
　前述の通り、１９９０年代に入り、初等科

教育も社会に於ける高度情報化時代について
の対応として、情報リテラシーが情報活用能
力の育成という視点から重要になってきた。
　このことは直接的にコンピュータリテラ
シーの重要性に結びつくものとして広義的に
解釈されるし、また、教育のあらゆる環境的
な側面にコンピュータの有効な活用が望まれ
る事態となったと言える。
　教育に於けるコンピュータ利用について
は、アメリカを中心にＣＡＩとしてのプログ
ラム学習を中心に発展してきた経緯がある。
コンピュータ利用の教育については、方向性
や考え方が大別してふたつに分類出来る。
　ひとつはのＣＡＩであり、もうひとつはＣ
ＭＩである。これを簡単に言えば、コン
ピュータの前に、子どもを座らせるか、教師
が座るかということに尽きるのである。
　アメリカでのＣＡＩの発展は、まさに教育
の個別化についての方向性をうちたてたが、
反面、教師不在のプログラム学習の模索とい
う呪縛がつきまっているように推察される。
　これは、国の環境によるものや教師につい
ての機能論的な枠組みの違いが大きく影響を
しているのであろうと考えられる。
　日本に於ける教育の現実についても、この
ＣＡＩの志向が中心となり、数学や理科教育
の概念理解の学習を中心に方法論としてのコ
ンピュータ利用が進み、それに反してＣＭＩ
志向の利用については沈滞している状況にあ
ると言える。　
　音楽科教育についても、コンピュータによ
るノーテーションの機能的利用について進み
つつあるものの、まだ、現場での有効な利用
については発展の途上にあると言える。
　本研究では、可視化の方法論的研究につい
てコンピュータによる視覚映像と音や音楽の
統合を目指したものとして画期的な利用方法
を提案したが、本研究での実験結果からも考
察される通り、音楽の知覚認知理論に基づく
可視化の実務的な方法は実験段階であると言
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わざるを得ない。つまり、ただ単にいろいろ
なカテゴリーの違うメディアを統合し、それ
を音楽科教育に利用することが、そのまま有
効なものとは言えないということである。
　教育に於けるマルチメディアの利用が急務
として叫ばれている今日について、このこと
は一つの警鐘的な意味として、本研究の成果
は大きいように推察される。
　メディア統合により、いろいろな側面から
音楽を語ることが、そのまま音楽の教育に繋
がらない事実を謙虚に受け止めるべきであろ
う。
　どのようなメディアを利用するかではな
く、音楽とは何かを追求する為の思考支援と
してコンピュータリテラシーが生きて働かな
ければならないものと言える。
　その為には、今後コンピュータによる教育
が進んでゆく中で、学習者の思考支援の立場
から教材そのものを再構築することがもっと
も重要な研究分野であると言わなければなら
ない。
　その意味から本研究での成果が音楽科教育
に実現出来る環境的な科学技術の発達を今後
の大いなる可能性として期待したいし、学習
者の立場にたった音楽の思考を支援する為の
教材構築の研究がより一層進んでゆくことを
期待するものである。
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ダイアナ・ドイチュ他：音楽の心理学（下）   寺西立年他訳　１９８８
谷川俊太郎他：子どもが生きる　ことばが生きる　詩の授業   国土社１９８８
高橋亮一編：コンピューター虫辞林   サイエンス社１９８８
H.ガードナー：認知革命-知の科学の誕生と展開-　産業図書　１９８８
浅木森利昭他：コンピュータ教育標準用語事典   アスキー出版局１９８９
菊川　治他：小学校新教育過程の解説　総則　第一 法規　１９８９
浜野保樹：ハイパーメディア・ギャラクシー｢　コンピューターの終焉　福武書店　１９８９
文部省：小学校指導書　音楽編　教育芸術社　 １９８９
杉浦美朗：自己教育力が育つ授業　デユーイ教育学の展開　日本教育研究センター　１９８９
R・ダグラス・グリーア：音楽学習の設計　-授業の成立のために-　石井信生他訳　音楽之友社１９９０
芳賀　純　他：メタファーの心理学　誠信書房　１９９０
原岡一馬他：人間とコミュニケーション　ナカニシヤ出版　１９９０
佐伯　胖他：アクテッィブ　マインド-人間は動きのなかで考える-　東京大学出版会　１９９０
William.S.Davis ：『 Computing Fundamentals Concepts  3rd Edition』Addison-Wesley Publishing Company ,Inc.１９９１
日向茂男：擬音語・擬態語の読本   小学館　１９９１
松本俊夫：-制度・越境・記号生成　-映像の探求-   三一書房　１９９１
マルコム・テイト他：音楽教育の原理と方法  音楽之友社　１９９１
M.ミンスキー：心の社会　安西祐一郎訳　産業図書　１９９１
Clint Hicks：『Cool Mac Animation』 Hayden１９９２      　　
Steve Stanz：『Cool Quick Time』Hayden１９９２
安部敏行他：相手を感動させてこそ企画は通る　-プレゼンテーションの技術 -日本実業出版社 １９９２
アブラム・アムゼル：学習理論における過去および現在の視座　-行動主義・新行動主義・認知主義-
　　　　　　　　　　獅々見　照訳   二瓶社　１９９２
岩井勇児：児童生徒理解の統計法  福村出版  １９９２
岡本敏雄他：教師のための情報教育入門講座  パーソナルメディア　１９９２
キース・スワンウィック：新しい音楽教育の理論的指標　-音楽と心と教育- 　野波健彦他訳 音楽之友社　１９９２
佐藤　学他：現代社会と学校３　学校の再生をめざして  東京大学出版会　１９９２
竹邑光裕：情報生態系と美学　メディアエクスタシー  青土社１９９２
Tony Bove 他：Macintoshマルチメディアハンドブック　スタジオ・アンビエント訳　ビー・エヌ・エヌ　１９９２
野々垣　旦他：人間に親しむコンピュータ　ヒューマンインタフェースの未来　富士通ブックス　１９９２
野呂影勇他：『バーチャルリアリティ最先端　仮想現実感の基本原理と未来』　講談社（ブルーバックス）１９９２
服部宗弘他：エスカルゴ　ムックｩ　 Macintoshこんなことができる　日本実業出版社　１９９２
ポール・L・サッフォ：シリコンバレーの夢　日暮雅通訳　ジャストシステム出版編集部　１９９２
山中　修：Mac de グラフィック・デザイン入門    日本文芸社　１９９２
佐藤　学：「パンドラの箱」を開く＝授業研究批判=　教育学年報１　教育研究の現在　世織書房　１９９２
佐伯　胖他：『教室にやってきた未来　コンピューター学習　実践記録』　ＮＨＫ出版　１９９３
はやしとしお他：不思議の国のQuick Time  光栄モノリスブック    １９９３
森正義彦：学習指導法の心理学　理論的アプローチ　 有斐閣　１９９３



55

終わりに

   今回、初めての論文執筆のために音楽科
に於ける可視化教材についてほぼ２年間を
費やして研究を深めてきた。しかし、未
だ、ほんの入り口にいるような気がしてな
らないのである。
　また、可視化の研究を深める中、「自分
はなぜ、この大学院へ来たのか」というこ
とに対して自問自答する毎日が続いたので
ある。その中で研究に対する情熱を支えて
くれたのが自分自身のあらゆる物事への興
味と問題意識であった。論文執筆を終えて
感じたことと言えば次のことに尽きる。
　私はやはり、音楽の教師なのだ。
　いろいろな分野へ広範囲な学習が深まる
につれ、心に残ってきたものは音楽への情
熱であり、音楽に感動してゆく自分の在り
かを探すその姿勢のみであった。
　教育を見渡すにはあまりにも短かった２
年間であるが、師としての鈴木先生が私に
常に叫んでくれた言葉が今も耳に残ってい
る。
『悟りなさい。』
　仏教徒である私に、先生は悟れとおっ
しゃったのである。悟りを開くこととは自
分を見つめることに他ならない。
　どこの誰でもない、自分に出会うことな
のである。
　さまざまな研究の文献にあたり、実験を
繰り返し、いったい何を観て（ここではあ
えて見るではなく、観ると書く。）きたの
か。それは師の言う自分自身そのものを観
ることなのであると今、断言出来る。
　今、音楽科教育が危機に立っているとい
われる。実は仏教の考え方でも今の時代を
末法といい、人であることそのものが問わ
れる時代だと言われて久しい。
　ここで言いたい。今だから悟れるのであ

る。問題は何に悟るかなのであろう。
　世の中を観ることも音楽科教育を観ること
も変わりはしない。常に自分の足元を見据え
悟らなければならないのである。悟らなけれ
ば未来は観えてこない。
　今日から本当の私の研究が始まった気がし
てならないのである。
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資料１【竜王小学校での実験　課題１の問題】
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資料２【竜王小学校での実験　課題２の問題】
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資料３【竜王小学校での実験　課題３の問題】

　問題1-2：チャイムが入る中間部

曲名：P．デュカ作曲『魔法使いの弟子』
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  問題2-3：幻想的な冒頭の部分



64

  問題3-2：ファゴットのテーマ部
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 問題4-1：高揚した旋律群の対比が効果的に提示される中間部
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問題5-1：主要テーマの再現部

〈資料の使用楽譜の出典：DURAND S.A.Editions Musicales〉
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資料４
【竜王小学校での実験　課題３の問題に使用した楽曲】

問題1-1：ホルスト作曲　　組曲「惑星」より水星
問題1-3：ガーシュイン作曲　　パリのアメリカ人
問題2-1：グローフェ作曲　　組曲「グランドキャニオン」より　赤い砂漠
問題2-2：ラベル作曲　　バレエ音楽「ダフニスとクロエ」より第二組曲　パントマイム
問題3-1：イエッセル作曲　　「おもちゃの兵隊の行進」
 問題3-3：バルトーク作曲　　オーケストラの為の協奏曲　第二楽章
問題4-2：ムソルグスキー作曲　　禿げ山の一夜
問題4-3：ラベル作曲　　バレエ音楽「ダフニスとクロエ」より全員の踊り
　　　　　　　　　　　（バッカナール）
問題5-2：ホルスト作曲　組曲「惑星」より天王星
問題5-3：R・シュトラウス作曲　　交響詩「ティル・オイレンシュピーゲルの愉快な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いたずら」作品28
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資料５【竜王小学校での実験　課題４の問題】
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資料６【揖保小学校での実験　課題１の問題】
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資料７【揖保小学校での実験　課題２の問題】
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資料８【付属中学校での実験　課題１の問題】

　問題2-2

問題1-4

曲名：Ｄ．スカルラッティ作曲　ソナタ　Ｋ９６番ニ長調
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問題4-2

問題3-4
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問題5-3

〈資料の使用楽譜の出典：中山靖子編　スカルラッティ　ソナタ集１（原典版）音楽之友社　1982〉
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資料９【付属中学校での実験　課題２の問題】

問題2-1

曲名：Ｌ．Ｖ．ベートーベン作曲バガテル（opus33,＃5)問題1-3
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問題3-3
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問題4-4
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問題5-2

問題1-1：ソナタ　ニ長調　K551
問題1-2：ソナタ　ハ長調　K420
問題1-3：ソナタ　ハ長調　K133
問題2-1：ソナタ　ニ長調　K551
問題2-3：ソナタ変ロ長調　K202
問題2-4：ソナタ　ハ長調　K460
問題3-1：ソナタ　ハ長調　K133
問題3-2：ソナタ　ハ長調　K133
問題3-3：ソナタ　ハ長調　K460
問題4-1：ソナタ　ニ長調　K551
問題4-3：ソナタ　ハ長調　K133
問題4-4：ソナタ変ロ長調　K202
問題5-1：ソナタ　ニ長調　K551
問題5-2：ソナタ　ハ長調　K420
問題5-4：ソナタ　ハ長調　K133
（楽曲はすべてD．スカルラッティ作曲）

資料10【付属中学校での実験　課題１の問題に使用した楽曲】

〈資料の使用楽譜の出典：井口基編　世界音楽全集　ベートーベン集５　春秋社1967〉
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資料11【付属中学校での実験　課題２の問題に使用した楽曲】

　問題1-1：モーツアルト作曲　ピアノソナタ　第９番　　第１楽章
　問題1-2：モーツアルト作曲　ピアノソナタ　第１１番　第１楽章
　問題1-4：モーツアルト作曲　ピアノソナタ　第１５番　第３楽章
　問題2-2：ショパン作曲　前奏曲　第１番　　　　　　　　　　　

問題2-3：ショパン作曲　前奏曲　第１２番　　　　　　　　　
問題2-4：ショパン作曲　前奏曲　第２３番　　　　　　　　　

　問題3-1：モーツアルト作曲　ピアノソナタ　第１５番　第１楽章
　問題3-2：モーツアルト作曲　ピアノソナタ　第８番　　第１楽章
　問題3-4：モーツアルト作曲　ピアノソナタ　第１０番　第３楽章
　問題4-1：モーツアルト作曲　ピアノソナタ　第１０番　第３楽章
　問題4-2：モーツアルト作曲　ピアノソナタ　第１１番　第３楽章
　問題4-3：モーツアルト作曲　ピアノソナタ　第１５番　第１楽章
　問題5-1：モーツアルト作曲　ピアノソナタ　第１５番　第３楽章

問題5-3：ショパン作曲　前奏曲　第３番　　　　　　　　　　
　問題5-4：モーツアルト作曲　ピアノソナタ　第８番　　第１楽章
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    　　　　　　平均                  　分散　　　　　　標準偏差　　　　　　最小値　　　　　　　最大値

　　　　　
問題１ 4.6154 1.7924 1.3388 0.0000 5.0000

問題２ 4.6635 1.5847 1.2588 0.0000 5.0000

問題３ 4.6154 1.7924 1.3388 0.0000 5.0000

問題４ 4.8558 0.7072 0.8409 0.0000 5.0000

問題５ 4.8077 0.9335 0.9662 0.0000 5.0000

問題６ 4.5673 1.9954 1.4126 0.0000 5.0000

問題７ 4.8558 0.7072 0.8409 0.0000 5.0000

問題８ 4.5673 1.9954 1.4126 0.0000 5.0000

問題９ 4.7115 1.3723 1.1715 0.0000 5.0000

問題１０ 4.4712 2.3875 1.5452 0.0000 5.0000

問題１１ 4.3269 2.9406 1.7148 0.0000 5.0000

問題１２ 4.3269 2.9406 1.7148 0.0000 5.0000

問題１３ 4.8558 0.7072 0.8409 0.0000 5.0000

問題１４ 4.0385 3.9208 1.9801 0.0000 5.0000

問題１５ 4.4231 2.5766 1.6052 0.0000 5.0000

問題１６ 2.1635 6.1963 2.4892 0.0000 5.0000

問題１７ 2.5000 6.3107 2.5121 0.0000 5.0000

問題１８ 4.5192 2.1938 1.4812 0.0000 5.0000

問題１９ 3.0769 5.9746 2.4443 0.0000 5.0000

問題２０ 4.3750 2.7609 1.6616 0.0000 5.0000

資料１２【竜王小学校での実験　分析結果】

その１　高学年　実験群



84

    　　　　　　平均                  　分散　　　　　　標準偏差　　　　　　最小値　　　　　　　最大値

　　　　　
問題１ 4.9524 0.2381 0.4879 0.0000 5.0000

問題２ 4.9524 0.2381 0.4879 0.0000 5.0000

問題３ 4.5714 1.9780 1.4064 0.0000 5.0000

問題４ 4.9333 0.1013 0.3182 0.0000 5.0000

問題５ 4.8571 0.7006 0.8370 0.0000 5.0000

問題６ 3.5238 5.2518 2.2917 0.0000 5.0000

問題７ 4.2381 3.2601 1.8056 0.0000 5.0000

問題８ 4.4286 2.5549 1.5984 0.0000 5.0000

問題９ 4.4762 2.3672 1.5386 0.0000 5.0000

問題１０ 4.6191 1.7766 1.3329 0.0000 5.0000

問題１１ 4.1429 3.5852 1.8935 0.0000 5.0000

問題１２ 4.5714 1.9780 1.4064 0.0000 5.0000

問題１３ 4.7619 1.1447 1.0699 0.0000 5.0000

問題１４ 4.1429 3.5852 1.8935 0.0000 5.0000

問題１５ 4.6191 1.7766 1.3329 0.0000 5.0000

問題１６ 2.8571 6.1813 2.4862 0.0000 5.0000

問題１７ 2.6191 6.2958 2.5091 0.0000 5.0000

問題１８ 4.7143 1.3599 1.1661 0.0000 5.0000

問題１９ 2.3333 6.2821 2.5064 0.0000 5.0000

問題２０ 4.5238 2.1749 1.4748 0.0000 5.0000

その２　高学年　統制群
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    　　　　　　平均                  　分散　　　　　　標準偏差　　　　　　最小値　　　　　　　最大値

　　　　　
問題１ 4.2473 3.2142 1.7928 0.0000 5.0000

問題２ 4.1936 3.4002 1.8440 0.0000 5.0000

問題３ 3.7903 4.6099 2.1471 0.0000 5.0000

問題４ 4.1129 3.6683 1.9153 0.0000 5.0000

問題５ 4.1936 3.4002 1.8440 0.0000 5.0000

問題６ 3.3871 5.4926 2.3436 0.0000 5.0000

問題７ 3.6559 4.9404 2.2227 0.0000 5.0000

問題８ 3.0108 6.0215 2.4539 0.0000 5.0000

問題９ 3.7634 4.6789 2.1631 0.0000 5.0000

問題１０ 3.6559 4.9404 2.2227 0.0000 5.0000

問題１１ 3.9785 4.0860 2.0214 0.0000 5.0000

問題１２ 4.4086 2.6213 1.6191 0.0000 5.0000

問題１３ 4.2742 3.1190 1.7661 0.0000 5.0000

問題１４ 3.4409 5.3938 2.3225 0.0000 5.0000

問題１５ 3.6828 4.8772 2.2084 0.0000 5.0000

その３　低学年　実験群
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その４　低学年　統制群

    　　　　　　平均                  　分散　　　　　　標準偏差　　　　　　最小値　　　　　　　最大値

　　　　　
問題１ 3.9756 4.0925 2.0230 0.0000 5.0000

問題２ 3.8781 4.3723 2.0910 0.0000 5.0000

問題３ 3.8049 4.5696 2.1377 0.0000 5.0000

問題４ 4.1463 3.5569 1.8860 0.0000 5.0000

問題５ 4.3317 2.8796 1.6970 0.0000 5.0000

問題６ 2.6342 6.2626 2.5025 0.0000 5.0000

問題７ 3.4878 5.3001 2.3022 0.0000 5.0000

問題８ 2.9707 6.0384 2.4573 0.0000 5.0000

問題９ 3.2927 5.6492 2.3768 0.0000 5.0000

問題１０ 3.5610 5.1495 2.2692 0.0000 5.0000

問題１１ 3.5610 5.1495 2.2692 0.0000 5.0000

問題１２ 3.8781 4.3723 2.0910 0.0000 5.0000

問題１３ 4.1951 3.3931 1.8420 0.0000 5.0000

問題１４ 3.1707 5.8286 2.4142 0.0000 5.0000

問題１５ 3.6098 5.0430 2.2457 0.0000 5.0000
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資料１３【揖保小学校での実験　分析結果】

その１　　実験群

    　　　　　　平均                  　分散　　　　　　標準偏差　　　　　　最小値　　　　　　　最大値

　　　　　
問題１ 4.5417 2.0991 1.4488 0.0000 5.0000

問題２ 4.2500 3.2143 1.7928 0.0000 5.0000

問題３ 4.1250 3.6397 1.9078 0.0000 5.0000

問題４ 4.4167 2.5980 1.6118 0.0000 5.0000

問題５ 4.9167 0.4132 0.6428 0.0000 5.0000

問題６ 2.2500 6.2395 2.4979 0.0000 5.0000

問題７ 4.4167 2.5980 1.6118 0.0000 5.0000

問題８ 4.3333 2.9132 1.7068 0.0000 5.0000

問題９ 4.0833 3.7745 1.9428 0.0000 5.0000

問題１０ 4.8333 0.8123 0.9013 0.0000 5.0000
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    　　　　　　平均                  　分散　　　　　　標準偏差　　　　　　最小値　　　　　　　最大値

　　　　　
問題１ 4.8781 0.5998 0.7744 0.0000 5.0000

問題２ 3.6992 4.8514 2.2026 0.0000 5.0000

問題３ 4.3902 2.6989 1.6428 0.0000 5.0000

問題４ 4.6342 1.7093 1.3474 0.0000 5.0000

問題５ 4.9187 0.4032 0.6350 0.0000 5.0000

問題６ 2.6016 6.2908 2.5082 0.0000 5.0000

問題７ 3.9431 4.2017 2.0498 0.0000 5.0000

問題８ 3.3740 5.5311 2.3518 0.0000 5.0000

問題９ 3.6179 5.0413 2.2453 0.0000 5.0000

問題１０ 4.8781 0.5998 0.7744 0.0000 5.0000

その２　　統制群
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    　　　　　　平均                  　分散　　　　　　標準偏差　　　　　　最小値　　　　　　　最大値

　　　　　
問題１ 4.9000 0.1949 0.4414 3.0000 5.0000

問題２ 4.8500 0.2846 0.5335 3.0000 5.0000

問題３ 4.7500 0.4487 0.6699 3.0000 5.0000

問題４ 4.3500 0.9000 0.9487 3.0000 5.0000

問題５ 4.5000 0.7692 0.8771 3.0000 5.0000

問題６ 4.8500 0.2846 0.5335 3.0000 5.0000

問題７ 4.6500 0.5923 0.7696 3.0000 5.0000

問題８ 4.8500 0.2846 0.5335 3.0000 5.0000

問題９ 4.6000 0.6564 0.8102 3.0000 5.0000

問題１０ 4.5000 0.7692 0.8771 3.0000 5.0000

資料１４【附属中学校での実験　分析結果】

その１　実験群



90

    　　　　　　平均                  　分散　　　　　　標準偏差　　　　　　最小値　　　　　　　最大値

　　　　　
問題１ 4.9737 0.0263 0.1622 4.0000 5.0000

問題２ 4.3158 0.9246 0.9616 3.0000 5.0000

問題３ 4.7368 0.4694 0.6851 3.0000 5.0000

問題４ 4.5790 0.6828 0.8263 3.0000 5.0000

問題５ 4.7368 0.4694 0.6851 3.0000 5.0000

問題６ 4.3684 0.8876 0.9421 3.0000 5.0000

問題７ 4.4211 0.8450 0.9192 3.0000 5.0000

問題８ 4.8421 0.2987 0.5466 3.0000 5.0000

問題９ 4.1579 1.0014 1.0007 3.0000 5.0000

問題１０ 4.5790 0.6828 0.8263 3.0000 5.0000

その２　統制群
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【付録】可視化が有効な音楽的様相の事例１

この事例では、１６分音符のアルペジオ的な
フレーズのまとまりが群化され、また、小節
の終わりから次の小節にかけてのフレーズが
群化される。この様相を画面で確認すること
はフレーズ相互の音楽での対話的な様相やフ
レーズの音楽的表現の違いを明確に伝えるこ
とが出来ると考えられる。
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音楽のフレーズにおける群化は視覚的なフレーズの空間的な
様相からも判断しやすい材料となる。しかし、楽譜の情報か
らはこれが読み取り難いと言える。音楽の表現における効果
的な反復の事例を可視化によってわかりやすく表現すること
は有意味であると言える。

可視化が有効な音楽的様相の事例２

（付録に使用した画像はM.A.M.の類似的な教材としてPassport社のマスタートラック・プロ４で制作した。）
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１．研究の目的と意義
　音楽科教育での授業では多種多様な教材が使用されており、その機能も広範囲な分野に及
んでいる。本研究では、その教材の機能を「可視化」という範疇から考察を深め、音楽の学
習における可視化教材の在るべき姿を追求してゆくものである。
　そもそも教材の本意は、教授学習活動を通して音楽そのものの持つ感動的な価値を学習者
に適確に運ぶ為のものであると言える。また、教材は学習者の音楽的な活動を誘発し、運ば
れた結果として学習者自身の主体的な音楽活動を育てるものでなければならない。
　この視点から視覚教材の意義を考察すると、視覚によって学習者の音楽的な学習を支援、
援助していくものとして位置付くものであると言える。
　現在、音楽の授業では、当り前のこととしてビデオやテレビ、そしてコンピュータなどの
機器が導入され、それらが音楽の授業における教授支援媒体として存在している。しかし、
果たしてそれらの視覚教材が学習の支援として、有効に機能しているかどうかについては、
その科学的な検証が及んでいない現状である。
　そこで、本研究では、この音楽における視覚教材の意義について検討を深め、その中で特
に音楽そのものを可視化することの有効性について、実験的研究を行ない考察する。

２．研究の方法
　本研究の視座に於ける中心的な側面は、音楽に於ける知覚認知と視覚的な表現に於ける知
覚認知である。特に、音楽的な様相と視覚的な空間的表現の相互の関連的な機能を研究す
る。方法としては、初等科に於ける音楽の授業に有効と考えられる可視化教材のモデルを構
築し、サンプルを生成して仮説を立て検証し、分析を加える。また、この結果から可視化教
材の有効性を考察し、実際の授業での方法論的展開の可能性について言及してゆく。

３．　論文の構成
論文の構成は次の通りである。
まえがき
第１章　　音楽科教育について
　　１．音楽科教育の意義
　　２．音楽の学習とは何か
　　３．学習者主体の音楽学習とは何か
第２章　　音楽科教育に於ける教材の意義
　　１．教材の教育的立場

音楽科教育において空間的表現を利用することの
　　　　　　有効性についての研究

平成５年度学位論文要旨

教科・領域教育専攻　芸術系コース
M９２６６３J　　吉　田　正　信
主任指導教官　　　鈴　木　　寛
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　　２．教材の構造化について
　　３．教材の機能
　　４．音楽科に於ける教材
第３章　　音楽科教育に於ける可視化教材の視点　　
       １．視覚教材の具体的な機能
　　２．音楽の学習に於ける可視化教材の教育的意味　
　　３．情報処理理論から考察した可視化教材の意義　
第４章　　可視化教材の有効性について
　　１．視覚映像について
　　２．音楽の学習に於ける具体的な可視化の可能性
　　３．仮説の形成
第５章　　実験
　　１．第１実験
　　２．第２実験
　　３．第３実験
第８章　　結論
　　１．学習者の知覚や認知の段階での視覚優位の問題
　　２．可視化教材が有効と考えられる音楽的な概念と視覚的な情報の
　　　　質との関連について
　　３．学習者に於ける発達段階と可視化教材との関連について
第９章　　教育に於ける可視化教材の可能性
　　１．音楽の知覚認知の研究的視座をめぐって
　　２．楽譜と可視化教材
　　３．教育に於けるコンピュータ利用について
　　引用文献一覧
　　参考文献一覧
　　終わりに
　　謝辞・資料・付録

４．論文の概要
　まず、結論として、音楽的な知覚認知と視覚的な知覚認知との関連性は、一部の特殊な場
合を除いて、有効には働かないということがわかった。つまり、学習者の音楽的な概念や様
相の感受は音楽そのもので知覚認知することが、最も重要であることがわかった。このこと
は音楽に於けるさまざまな構造についての概念が可視化によって表現されることの危険性を
示唆するものとなった。また、今後の視覚教材の検討的課題として、音楽に於ける認知心理
学的研究の教育的な展開の必要性が確認出来た。
その中で、音楽における群化についての研究が可視化教材の構築にも有効に関わることが分
析結果より考察出来た。まとめると、本研究によって深められたことは、音楽の情報として
の独自性と、音楽の持つ他のどの媒体的な支援を必要としないすばらしい価値の確認であっ
たと言える。
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   Music Visualization in Teaching Materials

  Abstract Abstract Abstract Abstract Abstract

              Shoshin Yoshida
                  Hyogo University of Education

              Shimokume, Yashiro-cho, kato, Hyogo,942-1JAPAN
      Tel：0795-44-1101

    This paper presents the concept of music visualization in  music lesson.  It focuses
on the relationship between recognition of spatial expression and that of music by
considering the result of experiment.  Computerized samples are made by Yoshida .

1. Introduct ion1. Introduct ion1. Introduct ion1. Introduct ion1. Introduct ion
    There are many kinds of  teaching materials
including visual materials in  school music.  They
had different  modalities.  Most of music teachers
use them.As for visual materials, we can give the
following examples: musical note, instruments'
pictures, musical video tapes.However, are vi-
sual materials truly effective for understanding
of music ?  So far  few studies have been made
about visual materials in teaching music. The
purpose of this paper is to advance a new theory
about music visualization in teaching materials.

2. Hypothesis2.  Hypothesis2.  Hypothesis2.  Hypothesis2.  Hypothesis
   Music is excitement arising from our heart.
And music has two important factors.  One is
time.  The other is structure.Teaching materials
of music should contain both factors. Good
teaching materials can elicit musical expression
from children because of them.   It is important to
make excellent media, such as good teaching
materials.

   Therefore, a hypothesis can be built up.  If  chil-
dren  listen to music  while seeing an associated
visual image, it is easier for them to pick over
structure and details.  It seems that such visual-
ization is effective in music lesson.

3. Experiment  of3.  Experiment  of3.  Experiment  of3.  Experiment  of3.  Experiment  of
   Music Visual izat ionMusic Visual izat ionMusic Visual izat ionMusic Visual izat ionMusic Visual izat ion
   This section presents the structured teaching
material models that  we constructed to test  the
above hypothesis.Below is three figures illustrat-
ing music visualization of teaching materials.
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F ig .1F ig .1F ig .1F ig .1F ig .1:
   This figure shows the understanding of rhythm
of music visualization.  Music rhythm is visual-
ized as an image of space by computer graphics.
 The graphics synchronize with the sounds.

F ig .3 :F ig .3 :F ig .3 :F ig .3 :F ig .3 :
  This figure shows texture and form of music
section .  The graphics show the melodic motion
of each part.

display

display

4. The design of  exper iment4.  The design of  exper iment4.  The design of  exper iment4.  The design of  exper iment4.  The design of  exper iment
  The experiment was designed to confirm
whether children remember the music  patterns.
Subjects were primary school children.  They
were divided into two groups.  Control group
only heard the music patterns.  Experimental
group heard those music patterns with visualized
materials.  We analysed significant difference
statistically by using arithmetic mean and Stan-
dard Deviation.

5. The results of5. The results of5. The results of5. The results of5. The results of

    The exper iment    The exper iment    The exper iment    The exper iment    The exper iment
  The experiment produced the results contrary to
our intention. The following results were
obtained:
1: Experimental group could not think of graph-

    ics  as  emotion of music. (fig.1)

2:Experimental group could not think of graphics
   as structure of music. (fig.3)
There was an exception to the rule.
3:Only in Fig.2, there was a remarkable increase
   in the level of significant difference .

display

F ig .2 :F ig .2 :F ig .2 :F ig .2 :F ig .2 :
  This figure shows the understanding of melodic
motion of the same pitch. The graphics reveal
animation of rectangles.  And the animation syn-
chronizes with the sounds.
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6. Considerat ion and6. Considerat ion and6. Considerat ion and6. Considerat ion and6. Considerat ion and

    Conclusions    Conclusions    Conclusions    Conclusions    Conclusions
   Let us now review these results. We are con-
fronted with two difficulties.  One is the problem
of music cognition. The other is the problem of
visual cognition.  It seems that paying attention
tovisualized materials prevented children's cog-
nition of music when they  listened to musicwith
visualized materials.  That is, when we compare
visual cognition with music cognition, the former
tends to precede the latter.  Chiledren recognize
music only  by musical information.  Most of vi-
sualized materials, which are designed to facili-

    Only in grouping of melodic motion, music vi-
sualization is effective for children.  Music syn-
chronizing with animation could help them pick
out grouping of melodic motion.
 The study of musical grouping is the field on
which modern scholars have thrown new light in
psychology of music.  Further studiesin this field
may enable music visualization in teaching mate-
rials.  I would like to pursue such possibilities in
the future.

AcknowledgementsAcknowledgementsAcknowledgementsAcknowledgementsAcknowledgements
   My special thanks are due to professor Suzuki
for helpful comments on an earlier draft of this
paper.

7. Possibi l i t ies of  Music Visual izat ion.7. Possibi l i t ies of  Music Visual izat ion.7. Possibi l i t ies of  Music Visual izat ion.7. Possibi l i t ies of  Music Visual izat ion.7. Possibi l i t ies of  Music Visual izat ion.

tate music cognition, are not effective for chil-
dren.  Using music visualization does not help
understanding of music structure,texture and
form.
   Therefore, the following two assertions must
be made.  First, mechanism of music cognition
should be resolved in our research on music visu-
alization.  Second, teaching materials made by
integrated multi-media are not necessarily effec-
tive for children's growth in music.  However,
it is subject to some exceptions.  They have possi-
bilities of music visualization.  One of them will
be shown in the next section.


